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は
曾
て
本
誌
第1
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十
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卷
第
九
號
に
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；て「
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銃
派
經
濟
舉
批
判
蕃
と
し
て
の
シ‘ス
モ

シ

デ
ィ」

を
論
セ
た
と
_七
が
.あ
る
。
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濟
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て
彼
れ
の
根
本
思
想
が
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で
あ
っ
た
':
°
そ
の 

「

商
業
的
富
に
っ
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使
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で
あ
つ
た
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.

モ
ン
デ
ィ
は

、
前
記
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經
濟
學
新
原
理
：

」

を
著
は
す
に
及
ん
で
、
自
ら.新
原
理
と
稱
，し
た
如
く
經
濟
學
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と
い
ふ
全
く
新
ち
し
い
基
礎
の
上
に
建
設
し
た
と
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ふ
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で
あ
っ
た
。
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究
者
の
等
し
く
澉
認
す.る
と
こ
.ろ
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
自
身
が
こ
の

.事
實
を
自
己
の
著
書
の
中
に
書
い
て
ゐ
る

P 

然
し
彼
れ
の「

商
業
的
富
に
っ
い
て」

及
び
處
女
作「

ト
ス
力
ン
に
於
け
る
農
業
略
圖

』
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を
精
讀
し
て
み
る
と
、
以
上
の
通
俗
な
結
論
は
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當
重
要
な
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を
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要
と
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ
た
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禅
び
シ
ス
モ
ン
：デ
イ
の
思
想
過
程
を
分
析
す
る
所
以
：で
あ
る

0

.
經
濟
學
上
に
於
け
る
：、ソ
ス
モ
ン
デ
ィ
の
束
要
著
作
は
說
く
ま
で
も
な
く

「

經
濟
學
新
原
理J

で
あ
.る
。
こ
の
.書
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一
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九
年
に
初
K
.
 

が

r
ノ
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七
兮
に
神
版
が
出
版
さ
れ'て
ゐ
る
o

こ
の
初
卿
と
种
版
と
は
如
何
に
異
つ
て
ゐ
る
か
。

シ
ス
モ
ン
デ
ィ
.は
此
書
の
興
版
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序

文

に「
經
濟
學
の
中
，に
は
ボ
レ
ミ1
ク
な
部
分
が
あ
り
、
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蓉
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ょ

つ

て

姦
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ら
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、
且
つ
斯
る
事
褶
の
變
化
發
展
に
，從
つ
て
變
ず
べ
き
も
の
で
あ
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>°
だ
か
ら
こ
の
::
a

著
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始
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著
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一
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を
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し
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で
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に
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體
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を
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し
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に
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て
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。
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作
に
つ
い
て
彼
れ
の
理
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を
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な
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私
の
觀
察
し
た
事
象
の
あ
る
.も
の
は
嘗
て
把
用
し
た
諸
原
理
と
相
容
れ
な
い

も
の
、
や
う
に
思
は
れ
た
。比
等
の
事
象
は
私
の
理
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新
た
な
展
開
に
.ょ
つ
て
直
ち
に
開
明
せ
ら
れ
る
と
思
ふ
。
.私
の
理
論
を
推
し
進
む
る
に
從
ひ
、ス
ミ

ス

,C
D
臆
說
に
興
へ
た
重
要
性
と 

1
*

性
^
を
確
認
す
る
に
從
ひ
、
そ
れ
ま
で
：經
濟
學
上
に
瞹
眯
で
あ
っ
た
總
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し
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と
な
り
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而
4

て
私
，の
原
理
は
曾
て
提
出
し
ょ
ぅ
と
も
思
は
な
か
っ
た
困
雞
そ
解
決
し
て
く
れ
た

/
註
一〕

と
。
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:
.斯
X

て
シ
ス
モ
シ
デ
ィ
は
.正
統
學
派
に
ょ
っ
て
確
间
不
動
の
も
の
と
着
做
さ
れ
た
諸
原
现
を
：#
び
疑
惑
の
中
に
投
じ
た
。
そ
の
簡
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な
る
故
.に
、.
.ま
た
そ
.の
法
則
0

明
瞭
.な
演
繹
：0
.
故
に
、；
人
間
精
神
の
最
も
崇
高
な
創
造
物
の
や
ぅ
に
思
は
.れ
た
科
學
の
：迤
礎
を 

.

'
し
め
た
。
そ
し
て
遂
に
彼
れ
は
正
統
學
派
ひ
现
論
を
危
險
な
學
理
と
し
て
排
蛾
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
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濟
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そ
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の
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惑
を
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以
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彼
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の
科
學
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功
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へ
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ゐ
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^

徒
は
廛
を
以
て
經
濟
學
の
生
題
と
し
て
ゐ
る

O

彼
れ
が
可
成
り
劇
烈
な-p 

:
パ
調
を
以
て
非
灘
す
る
の.は
こ
.の
點
で
あ
る
で
正
銃
學
派
姑
釉
象
せ
ら
れ
た
富
の
性
質
、
そ
の
靖
加

^

た
は
破
壞
の
原
因
を
問
題
と
す

,
る
:°
彼
等
は
意
の
た
め
夂
人
僩
を
、
手
殺
め
た
め
に
目
的
を
犧
牲
に
す
る
。
だ
か
ふ
彼
傅
の
說
く
理
論
は
經
濟
學
で
は
な
く
て
み
る
丨
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想
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I
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：

以
て
.

み

れ

ば

、「

. A

間

の

物

質

的

福

利

は

ノ

其

が

政

府

の

仕

事

で

あ

る

限

り

に

於

い

て

，經

濟

學

の

目

的

で

あ

る」

S

5
C

即
ち
彼
れ
に 

ょ

る
と

？
，經

濟

學

は

統

治

の

學Q
’

一
 

都

門

で

あ

る

o
.そ
し

て

彼

れ

は

就

治

管

一

一

分

す

るo

そq

一
 

は

木

來

の

意

味

の

政

治

學

で

あ

り

、 

そ

の

ニ

は

經

濟

學

；

る
。
、
而

し

て

經

濟

學

は

す

べ

て

の

者

に

國

民

的

繁

榮

の

利

益

を

保

證

す

べ

き

で

あ

る

O
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、

、

.

物

そ

の

も

苕

何

等

Q

價

値

を

も

持

つ

て

ゐ

な

い

。

人

間

に

役

立

つ

が

故

に

富

と

し

て

こ

の

性

質

を

具

有

す

る

。
.

富
I

念

は
I

 

人

問

と

を

關

聯

せ

し

め

る

場

合

に

は

，じ

め

て

明
^

と
な
’

る

O

然

る

に

疋

銃

學

派

の

理

論

は

目

的

と

手

段

と

を

混

同

し

、

物

と

し

て

の

富 

の

增

加

を

硏

究

對

象

と

し

て

ゐ

る

。
斯

く

し

て

シ

ス
.

モ

A
^
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w
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す

る

他

の

社

會

現

象

ょ

り

富

を

分

離

せ

ん

と

ず

る

の

は

誤

謬

で

あ

り

、

そ

の

結

§

_

そ

の

も

< 0
.
:

盖

：に

不

幸

を

齎
G

し
た
と
考
へ

る
。

彼
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が

リ

ヵ

ア

ド
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に

與
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た

轵

名

私

言

葉

ゆ
>

「

何
-:

然

ら

ば

富

が

一

切

で

、
人

問

は

紙

對

に

何

も
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で

も

な

い

0
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t
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.

ま

炎

彼

れ'«
:
經

濟

學

を

双

て

財

貨0
公

班

な
^

分

规

を

研

究

す

る

科

學

で

ぁ

る

と

考

.ぺ
る

0
富

そ

れ

自

體.
.の
.增
進
：が

問

題

で

は

欠c.
o 

國

揭
0
幸

福
.の
.增

大

こ

そ

必

要

な

.客

ぁ

る.'
^

經

濟

擧

.は

富

者

に

對'^
る

と

等

ム

べ

、
食

者̂

平

靜

に

參

加

す

る

を

得

せ

し

む

べ

き

秩

序

を

求

め

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ」

s

一
 

>
。

從
っ
：て

經

濟

學

は

彼

れ

に

と

っ

て

は

谆

生

の

理

：論
.
9
 

t
h

e
o

r
i

e

 

d
e

l
a

 

b
i

e
n

f

e .s
a

n
c

e
)

で

あ
っ
て
、「

っ

ま

る

と

こ

ろ

人

類

の

幸

稿

^
增

進

す

る

結

果

を

齎

ら

さ

な

い

總

べ

て

の

理

論

は

全

く 

I

の

學
に

屬

さ

な

い」
(

胜

5 -

と

考

へ

て

ゐ

る

。

從

つ

て

彼

れ

の

言

ふ

經

濟

學

は

則

ち「

社

會

經

濟

擧」
'
(

w
s

n
o

m
i

e

 

i
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彩
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れ
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ゐ
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が
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會
經
濟
學
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の
本
質
で
も
.あ
る
。
と
こ
ろ
.が
若
し
問
題
が
こ
の
他
：點
だ
け
に
止.ま
る
.
#ら
ば
、

シ
ス
モ
ン
デ
ィ
を
以
て
注
目
す
ベ
^
劃
期
補
な
學
者 

ル
と
言
ふ
伫
士
は
出
來
な.い
-
特
.に
：彼
れ
0
經
濟
现
論
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法
目
ず
'べ
き
理
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る
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濟
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藉
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坐

產

に

於

け

る
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钠

確
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シ
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モ
ン
デ
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家
的
生
產
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自
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矛
盾
す
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こ
と
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痛
感
し
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ゐ
る
P

即
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そ
れ
の
諸
形
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そ
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坐
產
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係
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パ
I

s

は

ダ一 ,
1

於

い

て

畫

カ

讓

顏

自
1

 

の
で
：ぁ

龙

い

音
I

:

ま
i

產

ヵ

奮
^

の
、
：坐
f

消
f

の
、
_

:
羞

1

の

ふ

I

痛
感
し
て
t

o

,特
に 

被
れ
肋
、I

に
於
い
て

)

方
.に
お
い
て
は
1
1

生
產
力
,
f
i
l
l

大
f 

I

 

稂
本
的
矛
盾
|

じ
I

る
I

れ
故
I

犓

灌

れ

に

於
¥

は

ぶ

5

も
に
',
を
し
て一

-
4
.

の
時
期
に
於
い
て
現
を
る
袋
的
■

菜

で

ぁ

る

。
そ
こ
だ
彼
れ
は
國
家
の
力
に
ょ
っ
て
生

產
關
係
1

^

盔

る

^

|

雾

基

¥

|

ぁ

是

そ

を

^

含

I

f

i

f

 

I

す
べ
*

で
t

か
に
絕
ぇ
I

っ
て
ゐ
るC
そ
の
i

れ
は
屢
々
過
^
^
^
^

し
て
分
■

係

が

外

見

上

歷

關

係

菜

ぎ

ぬi

理
解
し
な
い
で
、
資
|

|

暮

に
於
け
4

亂

に

規

雜

潢

る
.こ
と
に
ょ
っ
て
，
そQ:

黑

が

押

へ
.

I
れ
ぱ
f

更
結
構
龙：

と
考
へ
るo

彼
れ
は
ブ
ル
ジ
日 

讀產の矛盾違してはゐるが、
そ
れ
を
理
解
し
て

I

い
。
從
っ
て
ま
た
そ
の
：崩
壞
の
過
程
を
理
解
し
な
い
の 

で
ぁ
る
。
併
し
ホI

れ
の
見
解
の
根
抵
に
橫
っ
て

創
|

物
1

及
び
社
:#
的
|

々

«

|

そ
|

ぎ

有

す

^

'|
'

|

^

が

わ

纩

な

ぃ

と

^

1 -
| -
る
。 

脚
ち
ブ
ル
ジ
>

ヮ
的
諸
形
態
は
富
が
彥
中
で
漏
で
も
對
5
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ど
こ
す
も
同
時
に
そ
I

I

と

し

て

現

れ

る

と

こ

ろ

の

，
一

.

：時
的
な
ノ
そ
し
て
矛
盾
に
充
ち
た
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
ぬ
と
い
ふ
：豫
感
セ
あ
る
夕
富
は
.い
つ
で
も
窮
乏
を
前 

提
;<
t

し
、

-:
t

た
窮
乏
を
發
膝
せ̂

め
：る
こ
と
に
ょ
つ
て
の
み
自
ち
發
展
す
る
と
：こ

.

ろ
の
も
« >

で
あ
：る/
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以
上
ゎ
や
ぅ
に
考
察1>
て
乘
>る
と
、
，.
.

シ
；ス
.モ
>

デ

-^

ろ
の
生
產
關
係
の
矛
盾
矣
坪
す
：經
濟
：理
論
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
起
：つ
て
來

_る
。
ま
た
事
實
上
こ
の
點
が
シ.ス
モ
ン
-
ィ
'项
究
者
の 

最
冬
カ
を
注
ぐ
と
と
ろ
で
あ
义
理
論
的
に̂
て
も
ゝ
拍
統
學
派
に
對
す
冬
礙
本
的
な
批
判
ね
部
分
^
あ
る
^

そ
し
て
こ
ぬ
^

のf

慌
論
fc
於
い
て
.最

:;
%
的
確
に
現
れ
、
從
っ
て
そ0
た
め
に
こ
の
問
題
：で
：極
め
て
活
禮
龙
ボ
ド
、、、
丨

 

の 

麗

に

這

入

：る
前.に
>
:
:

彼
れ
0:
思
雜
の
.最
も
特
徵
あ
る
他.の
.：

1,

面
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
ぅ
。
そ
れ
は
後
年
歷
史
學
派
と
撒
せ
ら
れ
る

.

 

ふ
：聯
の
學
者
掮0
先
驢
士
な
石
べ
き
彼
れ
の
；方
法
論
で
あ
义:°
確
か
に
タ
，ス
モ
；ソ
デ
ィ
は
後
の'獨
逸
歷
來
學
«
の

創

始

者

等

が

そ
€>
名

を
掲
ぐ
名
；こ
と
#
き
に
徇
^
ず
:'
'
歷
史
的
硏
洗0
開
拓
者
^
し
て
特
筆
せ
ら
る
べ
き
も
の
.で
'あ
る
。
':こ
の
點
に
つ
ぃ
て
も
彼
れ
は
圯
澈

• 
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派
広
對
す
る
强
颂
な
浪
對
者.で
：.あ
：っ

た
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°
.
”

/
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：で
へ
^

彼
れ
：は
本
來
藤
史
家
で
あ

(

っ
：龙
.0
:歷
史
上
の
勞
作
^
數
多
い
>M

し
て
今
日
庇
較
次̂0
,

立

場

か

ら

彼

れ

の

論

^

^

研

究

さ

れ
る
の 

>1
>
こ
の
故
で
あ
る
..
0
彼
れ
ほ
實
際
社
: #
の
事
情
を
觀
察
す
る
こ
と
を怠
ら
ず
、
と
め
事
象
の
觀
察
か
ら
出
發
す
る
方
法
論
上
の
立
場
は

:

-

ジ
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：モ
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思

想

遒

程

校

つ
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六

l
g

自
ら
芷
統
學
派
の
そ
れ
と
異
つ
て
ゐ
た
。

_ 

.

•
彼
れ
は
輕
濟
學
を
以
て
最
も
嚴
猫
な
意
味
の
經
驗
科
學
で
あ
る
と
な
し
、
部
ら
第
象
の
讓
办
ら
出
發
す
べ

I
I

說
く
。
勿
論 

羅
學
派
蟲
も
經
濟
摩
經
驗
科
學
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
賽

の

觀

に

ょ

る

義

づ

け

を

說

く

こ

と

に

變

り

は
及
い
。
然
し
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
は
彼
等
の
方
法
が
こ
の
方
法
に
極
め
.て
不
忠
實
だ
と
い
ふ
の
で
あ
^
:
彼
等
の
み
る
事
象
裏

：
|

翠

純
な
概
括
的
事
f

あ
り
、
且
つ
旣
に一

個
の
原
理
に
f

し
め
ら
れ
て
ゐ
る
事
象
で
あ
る
。
斯
く
て
正
銃
學
派
の
經
濟
_

は
f 

思
辨
に
陷
つ
て
現'實

か

ら

離

反

し

て

，
ゐ

る

。

:

.

:

,

:

為

濟

碧

漱
I

複
雜
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
經
濟
學
程
事
實
に
つ
い
て
の
愼
重
な
硏
究

I

要
と
す
る
.學
|

ハ
。
從
つ
I

濟 

華

は

隹

第
1

S

察

：
め

科

言

あ

遺

ぼ
t

:
H

理

着

淑

抵

李

導

遍

史

_

篇

用
1

.こ
と
は
必
然
的
に
經
牌
理
灃
相
對f

說
I

的

•
場

所

於

制

約

著

爵

理

論

に

對

し

て

認

め

て

.

。
例
へ
ば
彼
れ
は
沐
規
獏
坐
產
及
び
機
械
生
產

.の
害
惡
.を
說
く
が
、
そ
^
は
斯 

•

I
產

そ

れ

屬

が

惡

い

：卷

ふ

の

で

は

な

く

て

、
資
本
主
義
的
經
濟
組
織
の
：下
に
於
い
て
は

5

 

る
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い
.ふ
の
で
；あ
る
0
;'
.

'

； 

*

.
ぐ
，
：
•
'
. 

. 

•
,
:

»•
•
• 

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

: 

•
 

.
 

.

素

益

龙

澈
1

■

く

に

至

，
っ

来

の

一

み

こ

.

9

方

法

論

的

彦
t

そ

れ

を

經

濟
組
織
の
矛
盾
よ
立
ず
屋
然
刑
な
現

f

玄

斷

じ

た
o

'

激
し
後
に
說
く
や
力i

.統

學

減

特

に

セ

イ

は

自

己

の

抽

象 

論
を
固
執
し
て
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
と
反
：對

の

立

場

隹

然
し
'シ
ス
.
f

a

K

r(D
ll
t
歷
史
主
義
的
：方 

一
貫
し
.て
ゐ
る
か
と
い
.ふ
と
、
こ
の
點
に
つ
い
て
は
疑
義
が
あ
^
々
例
へ
ば

.

•

 - 
. 

.

.

.

.

.

. 

: 

■ 

y 

.

.

. 
;. f
 

J 

.

.

.

.

.

T

フ
：ダ
1

光
ン
^

ょ
.る
'と
、
シ
ス
モ
シ
.デ
ィ
は
あ
ら
ゆ:̂
歷
史
的
概
念
の
.歸
結
を
現
ば
し
て
は
ゐ
な
い
9

の
み
：な
ら
^

斯
る
概
念
に
絕

，
 

ぇ
ず
忠
實
で
あ
っ
た
譯.
A
は
な
い
。
例
へ
ば「

新
原
理」

に
於
い
.て
、
被
れ
は
古
典
學
派
の
抽
象
の
無
意
：識
的

g

憶
か
ら
幕
全
に
逃
れ
：て 

は
ゐ
な
い
A

乃
ち
彼
れ
は「

孤
立
人
の
.た
め
の
富
の
形
成」

か
ら
經
濟
寧
の
賴
究
を
始
め
る
。
孤
島
に
於
け
る
：ロ
ビ
ン
ソ
ン
0 ,
歷
史
は
人 

類
の
歷
史
.で
あ
る
と
說
き
、
ま
た
離
べ
で
の
入
の
富
は
各
人
の
富
の
總
和
に
す
ぎ
ぬ
と
考
へ
て
ゐ
る
。
彼
作
は

.侗別經.
濟
と
國
商 

と
を
同
視
し
、
ま•た
國
兒
經
濟
と
世
像■

•«
を
浞
同
す
る
。
か
く
て
時
と
場
所
と
に
從
ふ
經
濟
現
象
(/
)
:變
化
ひ
概
念
、
相
對
按o
fc 

念
は
シ
ス
乇
ン
デ
ィ
に.於
い
て
は
茜
だ
«
密
で
あ
つ
た
と
は.言
べ
，な
い
.
0 'だ
か
ら
彼
れ
が
英
吉
利
學
派
に
對し
て
與
へ
た
批
判
か
ら
彼 

れ
自
ら
も
亦
逃
れ
る’こ
と
が—

出
來
な
い
と
い
ふ(

胜
一)

？
：

ソ

. 

,

然
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
彼
れ
が.一.齡
的
に
歷
史
的
方
法
論.を
主
張
し
た
こ
.と
に
.變
り
は
な
い
0
た
r
經
濟
理
論
の
親
礎
と
し
て.こ
の
- 

方
法
論
を
適
瓜
す
る
こ
と
が
弱
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
從
つ
て
問
題
は
經
濟
现
論
の
分
柝
の
仕
方
に
移
る
の
で
あ

‘っ
て
、
歷
史
的
方
法 

論
'の
主
張
そ
れ
自
體
に
間
違
ひ
は
な
，い
。
そ
し
て
こ
の
圭
張
は
假
令
全

_
的
ぬ
»
双
か
れ
て
ゐ
な
い
と
し
て
も
、-彼

れ

の

理

論

の

.構

成 

に
非
常
な
影
響
を
與
へ'た
こ
と
は
確
か
で
あ
る,0
.兎
に
角
こ
0
方
法
論
は
一
般
の
歡
史
家
に
ょ
っ
て
臌
史
學
派
の
先
驅
と
看
做
さ
れ
、 

シ
ス
モ
ン
デ
イ
の
學
說
中
の'著
し
い
特
徵
で
あ
り
貢
献
で̂'
る
と
さ
れ
て
ゐ
るo

:-

.

シ
ス
电
シ
デ
.
ィ
の
思
想
過
程
：に
づ
..
い
..
て

，

，
：
 

.

四
七
.
.

、

C

三
.

三
1

0



シ
S

ン
デ
ィ
•の
思
證
に
ク
い
て
 

W

八

(

三
三
四
V

\
 

' 

ノ 

三 

,

« .
»<
て
私
，は
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
が•正
統
學
派
と
.の
.論
帝
を
惹
き
起
し
た
恐
慌
論
を
說
い
て
、
彼
れ
ぬ
所
謂

「

•社
會
經
濟J

擧
の
理
論
的
霧 

礎
づ
け
を
明
ら
か
に
し
ょ
ぅ
こ
の
點
は
酿
に
舊
稿
に
於
い
て
略
々
明
瞭
に
さ
れ
た
。
然
し
理
佩
の
筋
道
と
し
で
一
應
こ
の
論
^
を
示 

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
舊
稿
と
の
重
複
も
亦
避
け
難
，；

S

の
で
あ
る
o 

:

シK

モ
ン
デ
ィ
に
ょ
る
と
、
資
本
制
生
產
方
法
は
消
«:
を
願
み
る
こ
ど
な
く
無
制
限
に
鹏
張
せ
ら̂
*
然
も
そ
の
.消

-^
は
牧
\
に
ょ 

つ
て
蹩
せ
し
れ
る
。
か
く
て
彼
れ
は
恐
慌
の
原
因
|

方
に
於)

い
.て
篆
制
坐
產
と
と
れ
に
ょ
つ
て
條
件
づ
け
ら
れ
た
次 

と
か
_
に
存
す
る
不
均
衡^ :
あ
.り
と
し
、
他
方
に
，於
い
て
ま
た
資
本
蓄
積
の
過
程
の
中
に
こ
の
赓
因
を
認
め
た

0

.

.

.彼
れ
は「

■

學
新
酿
理
し
の
序
文
の
中
ぜ
斯
ぅ
言
ク
て
ゐ
夸'

「

現
代
の
す
べ
1
の
經
濟
學
貪
達
が
認
め.る
と
こ
ろ
に
從
ふ
と
、
公
の
財
產
は
私
人
の
財
產
の
集
合
體
に
す
ぎ
ぬ
か
ら
、
.
_
ば
特
殊
が 

各
人Q

財
產
に
於
げ
，る
と
苘
.じ
方
法
.に
ょ
つ
て
"
生
成
、
增
加
、
分
配
、
破
壞
せら
れ
るc

私
人
の
財
鹿
の
中
で
考
察さ
る
べ
き
睫
も 

禁

的

な

部

分
.靡

得

で
f

、
ま
た
浒
費
^
酞
費
ぼ
所
糌
ぬ
應
じ
て
銃
制
さ
れ
ね
ば
铲
欢
。
：：さ

客

■

れ
ば
資
本
の
破
壤
湯 

る
•こ
ぶ
.を
彼
等
は
知
悉
D
て
ゐ
た
o 

%
し
乍
ら
公
办
財
產
め
於
い
て
、

一
人
の#

^
は
#

<
の
所
得
と
が
を
か
ら
、.可
が
資
本
で
！
：.が
. 

F
得
で
あ
る
ヵ
を
決
究
す
る
に困
激
し
Iた
;0
而
しp

^

等
は
^ :

.

.
Q
nt
算
か
ら
所
得
を
全
■ぐ
除
外
ず
る
こ

と
が
最
^

簡
单
^ -

方
掛
だ
と̂

 

へ
.た
"
セ
ィ
及
び
リ
力
K
K-
，
糸

，
は

斯

く

漱

質

的

、
に
：

_
定
す
ベ
ぎ
數
量
を
無
視
，し

：

て
y
消

費

は

無

制

限

な

力

.で

れ

政

 
> 若
じ
|

少 

其
は
所
得
に
よ
つ
て
限
定
は
せ
ら
れ
る
か
れ
：

ど
も
、
消
費
の
限
採
は
生
產
のそ
れ
に
等
し
^ ；
と
信
ず
る
に
至
つ
た
o
'彼
等
：の
：求
す

.
;i
c
も
に
從
务
：と
-»
.座
產
さ
办
る
：賓
_

:
に
消
费
胬
を
見
出
す
で
あ
ら
ぅ0
'M
し
て
彼
，等
は
所
得
免
有
す.る
^
*
!者
の
み
考
慮
に
い
.る 

ベ
^
で
あ
づ
表
に
-^
拘
ら
ず
、
坐
鹿
者
：を
激
働
し

v

今
ロ
文
明
世
界
の
.闲
窮
を
釀
し
龙
と
こ
ろ
の
市
場
に
於
け
る
斯
る
生
虫
過
剩
を
惹

重

I

ぁ
i

)

と
。

一

)

’

-

註
. 一
.sismondi, 

o
p
.
a
t
.
,

fc
o
日 
es:
.、Avertisse 
日 env.. Xij-XHJV.

. 

、■
:

• 

, 

• 

.

•.
.
. 

■ 

■ 

. 

.

'
.
:
.
ク
ス
：
モ
ツ
デ
ィ0
斯
名
拙
刺
は
寳
ふ
ま
で.も
な
く
セ
ィ
の
：0

理
論
.に
办
け
：ら
れ
た
.务 

.

常
に
消
费
氣
を
見
出
す
し
，.と
い
ふ
の
が
で
0
市
.場
理
_

や
骨
子
で
^

る
こ
と
は•§
ふ
ま
で
も
な
い
。.セ
，
ィ

は

，
：
ー
部
の
.
生

崔

物

が

過

靡

に
 

生
產
处
ら
れ
る
こ
と
、
即
ち
部
分
的
生
產
過
剩
は
起
り
#
;る
が
、

一
般
的.ま
^

は
普
週
的
生
產
過
剩.は
發
生
;1
,得
為
い
と
：說
：い
：て
：ゐ
冬
。 

ダ
ス
ギ
ン
：デ
ィ
は
こ0
不
可
能
論
に
：反
對
ず
る0
.而
し
て
こ
.の
.反
對
.は
一
面
彼
れ
の
所
得
學
說
を«
礎
と
し
.て
«

か
れ
て
：ゐ
る
。

パ
彼
れ
•ば
收
入
の
^

^
に
注
意
を
§

し
、
就
中
資
木
と
所
得
と
を
明
確
に
，̂

趴
す
べ
き
こ
と
を
中
張
ず
る

o
:

「

資
本
と
所
#
と
Q

M
別

y

.

:
 

.
 

.

.

.■

.'
: 

■ 

,

:
.
.
■

. 
- 

■

.

.

.-

.
-

.

は
響
に
於
い
て
本
質
的
な
む
の
で.あ
る」

(

餘
C

0
そ
れ
に
も
拘
5;
ず
：正
統
學
派
は
こ0;
谣
別
を
混
同
し
た
、
炝
に
、
重

大

な

る

議 

に
陷
つ
.た
。
そ
し
て
多
く
の-有
害
な
る
擧
說
が
こ
の.混
同
.に
立
脚
し
て
ゐ
た
。’
一
方
シ
ス
.モ
ン
デ
ィ
は
こ
0.(

區
別
が
極
吃
て.闲
難
な
'こ 

と
を
.認
め
て
、

「

共
は
經
濟
.學
上
最
も
抽
象
的
で
あ.つ
て
、
且
つ
最
も
闲
難
な
問
題
で
あ
る/
註
二)

と
述
べ
て
ゐ
る
？

- 
- 

M
i 

3
3
f
t
. 

 ̂

 ̂

M
w
v

註
ニ
：Ibid,, p. 
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/

.

.

.

.

.

.

. 
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•

-

「

資
本
0
性
質
と
所
得
の
.そ
れ
とは

、
絕
ぇ
ず
吾
人
の
思
想
中
に
於
い
て
混
亂
し.て
ゐ
る
o
..申
紫
に

と
つ
て
.
.所
得
た
る
?>
:
.の
が
、
ゐ
者

シ
ス
モ
>
デ
ィ
：の
：思
想
週
：程
に
づ
い
て
：
：

.，

:
.
四

九.
0

3
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’ゾ
ス
モ
ン
デ
ィ
の
思
想
過
程
に
っ
い
て

 

五
0

(

彐
コ|
六)

に
と
つ
て
は
資
本
と
な
り
、
而
し
て
同
一
對
象
物
が
手
か
ら
手
へ
移
る
に
從
つ
て
次
々
に
異
つ
た
名
稱
を
受
け
る
こ
と
義
々
は
知
つ

て
ゐ
る
。
然
か
^
他
、方
消
赀
さ
れ
た
財
よ
り
離
れ
る
そ
の
價
値
は
、
こ
れ
を
あ
る
者
は
支
出
し
、
他
の
者
は
交
換
し
、
又
あ
る
者
に
於

>
て
は
其
は
對
象
物
そ
の
も
の
と
共
に
消
滅
し
、
他
の
者
に
於
ぃ
て
1
$び
更
新
さ
れ
、
而
し
て
循
環-
^ハ
に
繼
續
す
る
所
の
：形10
卜
；學 

的
數
量
办
如
き
も
のf
あ
る」

。

彼

れ

は

を

、
或
は
富
の
所
荷
の.結
果
と
し
て
^
;儿
義
し
、
或
は
消#

の
た
め
に
豫
定
さ
れ
た
富
の一
部
と
し
て
定
義
し
で
ゐ
るa

 

そ
し
て
、
所
得
に
は
三
種
あ
る
と
主
張
す
る
。
即
ち
彼
れ
に
よ
れ
ば
、

一
切
の
富
は
勞
働
の
'坐
產
物
で
あ

^

O
V而
し
：て
：r
t
#-
は
斯
る 

.

.
富
の
ブ
部
分
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
共
通
な
る
衆
源
よ
り
坐
ず
る
害
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
通
常
三
種

0:
:
所

得

が

認

め

ら

れ

：る
0

即
ち
地 

.

代
、
利
潤
、
勞
銀
はこ
れ

で

あ

つ

て

、各
々
土
地
、
蓄
猶
せ
ら
れ
たる
資
本
、
勞
働
の
三
源
衆
よ
り

生

ず

る
^-
女
 

ー
國 

:
に

場
.
て
.は

、
；
新

な

.る

俯

 

新

な

る

澈

望0
生

產

を

，
成

立

せ

：し

;^
>

#
名

各

個̂

一

本
^

■

ず
る」

。「

又
所
得
は
锍'»
資
本
_

要
に
關
聯
し
：て
_

お

る

新

患

勞

；働
か
ら
羞
ず
る

」

と
0
こ
の
.點
に
於
い
て
は
：、 

シ
ス
乇
；
ン
テ
ィ
は
蓋
學
派
0
所
得
理
論
か
ち
分
步
為
て
居
%

い;<
>
^
が

彼 

，
充
分.

a

る
用
途
あ
：り
、

.

¥

;̂
:
る
艚
費
:0
璧
办
>
义
が
_
き
新
生
產
物
を
生
ぜ
し
妇
る
新
流
,

本
は
、|他
人
を
费
す
る
こ
：
|

べ
し
て
社
會
に

1

一
種
の
新
所 

.得
を
與
へ
る
。

一
は
窟
者
；に
對
す
名
所
得
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
流
通

1

0.
增
加
を
通
じ
：て
與
ヘ

.ら
れ
％
,

|
貧
衆
に
對
す
る
所
得 

.

で
，あ
.つ
.て
、
そ
れ
は
勞
名
掘
七
て
與
ギ
ら
れ
る
。
而
し
て

：：

兩
者
何
念
斯
得
：泰

な

：る
消
費
i
與
へ
；在

、
等
，
^

學

0
販
路
を 

增
大
す
：る-;
0
:
.然
し
な
.が
ら
、
眾
に
所
有
者
を
變
へ
る
に
過
言
い
靠
は
來
し

;%
新
な
^
：

所

得

で

は

女

.

て

自

已

め

：所

得
;0
_

を

來

七_た

る

商<
<、

自
' B
の
^

«
;»
の
*

—

ル

に

ょ

つ

，
て

所
.-
#

€>
'
'
«;#
#

^

た̂
る
製
趙
業
者
0
;如
き
は
毫
も 

:ー
：
國

：の

所

得

に

附

け

加

へ
る
所
枕
な
い」

と
。
以
上
の
點
か
ら
、
彼
れ
が
憤
値
實
現
の
問
題—

是
は
正
し
く
禅
坐
產
に
つ
い
て
の
^
本

的g

題
で
あ
る
-

-
を
.提
起
し
て
居
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
來
る
。

こ
れ
こ
そ
正
統
學
派
の
理
論
か
ら
前
進
が
行
は
れ
た
場
合
の
例

.て
あ
つ
て
、.

1

般
的
恐
慌
背
^

へ
の
第
ー
沙
を
な
す
も
の
で
あ
る,0

次
に
資
.本
に
就
.い
て
は
ど
ぅ
か
と
一

K

ふ
に
、
.彼
.れ
は
ス
ミ
ス
に
做
つ
て
、
邡
ー
に
將
來
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
富
の
一
部
と
し
て
、 

第
二
に
利
澗
を
も
た
ら
す富

の
ー
部
と
し
て
定
義
し
て
ゐ
る0
こ
の
ニ
つ
の
定
義
は
決
し
て
同
一
で
は
な
い
。
シ
ス
モ
ン
デ
W
は
例
を 

樂
げ
；て
、
こ
の
ニ
つ
の
定
義
が
同
一
で
な
い
こ
と
を
渡
書
し
て
ゐ
る
。

一；方
に
於
い
て
、
彼
れ
は
孤
立
人
に
於

.け
る
資
本
を
認
'め
て
：ゐ 

.る

.0
是

、は

彼

れ

の

第

一

の

定

義

と

全

く

一

 

致
す
る
も
の
で
あ
る
が.'>
決
し
て
第11

の
そ
れ
と
は
一
激
し
な
い
。
藍
し
孤
立
人
が
利
澗
を 

得
る
笹ti

な
.い
か
ら
で
あ
る
.0
他
方
で
は
、
彼
れ
は
資
本
に
ょ
つ
て
購
買
さ
れ
た
勞
働
を
資
本
と
看
做
し
て
ゐ
る

',
0
:是

は

第

ー

；
の

寧 

へ.翁
と
は
T-
*
致
し
な
い
。
勞
働
も
、
こ
れ
を
貢
ふ
た
め.に
前
貸
さ
れ
た
資
本
も
、
*
生

產

.手

段

と

觀

る

こ

と

は

到

底

不

可

能

で

あ
る

。
し
か
： 

し
購
入
さ
れ
.た
廣
働
は
利
潤
灰
も
た.ら
す
の
で
、
第
二
の
定
義
に
從
：つ
て
資
本
と
考
へ
る
こ
と
が
で
き
.る
。「

勞
働
者
の
唯
一
'の
收
入
.は

. 

勞
働
で
あ
名
^
-然
し
こ
わ
勞
働
は
そ
の
主
人
の
た
め
に
は
資
本
に
變
ず
る

」

。

：

，

V

彼
れ
は
.
|方
に
於
い
て
、
資
本.の
：概
令
ざ
社
會
的
邳
生
產
の
物
，的
觀
點
と
を
結
び
つ
け
ょ
ぅ
と
試
み
た

0「

孤
立
人
の
眼
に
は
、
總.べ
て
：
 

の
,®
は
欲
望
.の
.起
る
場
合
の
た
め
に
豫
め
！

め
ら
れ
た
る
貯
蔵
物
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。
、併
し
乍
ら

.こ
の
貯
藏
物
の
巾
に
於
い

W
1
1

つ
の 

も
，の
が
旣
'に
.區
別
せ
ら
れ
て
ゐ
炎
。
；即
ち
一
は
直
接
若
し
X
は
間
接
の
使
.形
に
充
セ
る
た
め
に
貯
へ
ら
れ
た
る
部
分
で
.あ
^
_、
他
は
新 

'

シ
.

>

乇
ツ
デ
ィ
め
.

思

想

過

遛

に

や

ぃ

て

，
 

.

五

一
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三
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シ
ス
モ
ン
デ
ィ
の
思
想
過
避
に
つ
い
て 

五
二 

(

三
三
八)

し
い
坐
產
の
，た
龙
に
必
寒
と
す
る
部
分
で
ぁ
る
。
斯
く
し
て
小
麥
の
一
部
分
は

次

の

收

獲

迄彼
れ
を
養
は
ね

ば

な

ら

なか
つ
た
し
、
播 

種

，
の

た

め

，に

保

存

せ

ら

れ

た

他

の

.部

分

は

次

年

祀

艰

實

を

結

ぱ

ね
.ば

な

ら

な

か

つ

た0
社
會
の
-形

成

、
交
換
の
缇
人
は
、
こ
の
播
秫
の 

た
め
の
部
分
を
無
限
に
！
？
加
せ
し
め
た
。
、資
本
と
稱
せ
ら
れ
る
も
の
は
則
ち
斯
か
る
富
の
一

部

分

で

ぁ

る

」
(

訪
ー〕

と
。

• 

 ̂

O
F
* 

r
t
o
s
o

被
れ
は
.進
ん
で
資
本
蓄
積
の
過
程
を
論
ず
る
。

「

社
會
に
於
い
て
は
、
富
者
は®*
者
を
勞
働
せ
し
む
る
こ
と
が
出
來
る
。
耕
作
教
尤 

次
，の
收
獲
ま
.で
必
.要
と
思
ふ
總
ベ
てQ

小
麥
を
保
有
し
た
後
、
手
ホS

る
餘
剩Q

小
麥
を
用
ひ
て
、
彼
れQ

た
め
に
志
を
耕
し
、
浙 

し
き
小
.麥
を
作
る
者
、
又

麻

を

妨

ぎ

羊

言

織

る

者

丨

管

養

ふ

M

と
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又
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概
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蓄
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成
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.
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奪
；̂

ひ
ず
る
^
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^
，
各

擊

家

：の
：_
指
ず
：は
た
ぐ
價
値
增
殖
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で
^

る
>
、債
値
增
殖
慾
こ
そ
資
本
制
生
塵
の
唯
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の
：：

原
動
力
：で.あ
る
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‘從

つ

：
て

各
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は

；私

利

め
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を

目

的

と

し

、

他

人

0
破
產
：を
犧
牲
と
し
ズ
自
己
の
財
產
を
增
さ
ぅ
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努
め
る
。一
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の
囊
家
の
簡
に
一
般
的
競
雜
容
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名
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#
忙
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い

；
て

勝

利
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占
め
名
た
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は
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，政
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^

格
で
販
1
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な
け
れ
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な
'̂
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ぬ
？
斯
X
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各
資
本
家
は
生
遽
費
の
低
下
を
エ
决
せ̂
は
な
ら
ぬ
^

即
ち
生
產
過
程
の改
#
、
機
械
の
改
良
を
行
ふこ
と
於
必
要
と 

な
る
'0
總
資
本
中
の
不
變
資
本
部
分
は
益̂
增
太
し
> 
对

變

資

本

部

分

：は

減

：少

o
道
を
た
ど
る
。
斯
く
し
て
决
產
は
い
よ
く
增
大
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名
結
果
と
な
を
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ら
^
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.

«̂>
結
果
パ
.販
1

^
格
.の
條
い
隹
產
業
者
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勝
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博
す
る0
こ
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反
面
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他
の
生
產
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破
滅
す
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瑰
れ
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來
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損
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；
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櫓
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ず
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鐵
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。

(

然
苓
に
市
場
を
決
定
ず
る
も
：の
ほ
消
費
者0'藪

、
,:
.そ
の
嗜
好
、
：
そ
0
消
費
の
夬
^

乇
の
所
得
(2
>
:大
い
多
^
頭
者
で
办
り
、
然
も
是
等
の
も
の«
そ

れ

ダ
|
|

に̂
作
用
し
て
市
場
を
常
に
動
搖
的
な
ら
し
め
る
ー
^
^
^
^
^
^

' 

- 

:
.
.
.
.
. 

-

.

.

.
右

0
如
き
市
場
の
動
捧
を̂

確
に
認
識
す
る
こ
と
は
非
常
に
闲
難
で
あ
る
が
>

こ
^
困
難
は
各
生
產
者
に
對
し
て
他
办
商
人
及
び
彼 

れ
«>
競

蓄

の

數

及

び

資

カ

が

知̂

れ
取
い
と
^

ふ

事

實

に

ょ

づ

て

益

々

寞

す

る

容

あ

る3

.

.

.

V 

-

又
市
場
：
へ:6
適

應

の

幽

難

な

る
—
點

に

就̂

て
は
、

シ̂
^:

觀

諭

を

鎏
:1
>
て
^)
.る
。
，

へ
生
産
は®
要

士
0 -
關

係

に

於

い

：て

堺

減

す

岑

と

言

ふ

が

、
幺

0

運
動(

需
要
べ.の
適
合
：の
蓮
動
>
は
正
：常
妁
に 

.能
で
；あ
る
6

赢

產

を

膨

脹

さ

せ
"；ぐ1
般

的

幸

賴

安

擴

大

し

た

需

要

，は
、

期

待

毛
れ
た
結
果
：が
起
：る

^

.

;
.

。
シ
.

5 x 
デr

 
の
：.思

漱

坶

 

.

0

Q

5

1)

,



シ
ズ
.モ
ン
デ
ィ
の
思
想
過.程

；に0
.い 

五

六

.

r\
三
四
ニ〕

全
國
民
に
長
期
：
0
慘

谵

：た

る

苦

惱

を
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場
を
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て
た
9
遠
方
か
ら
水
流
を
導
い
て
齒
車
を
廻
轉
さ
せ
て
屈
る
。
又
彼
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は
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勞
働
者
に
高
債
な
要
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を
あ
て
が
つ
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彼
れ
0;
資
カ
の
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で
が
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た
め
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活
動
し.て
居
る
。
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で
今
賈
手
が
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れ
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支
拂
ふ
價
格
が.
 

利
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費
用
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り
ぬ
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し
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だ
か
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て
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彼
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.
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彼
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定
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れ
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ら
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彼
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，制
限
さ̂

:シ
ス
.
'モ
'ン
デ
.ィ
.に
ょ
れ
ば
--
>
消

費

は

無

：限

：に

發

達

ず

べ

^

も
0
:で
は
な
^

。「

社
會
人
の
慾
望
は
其̂
勞
働
が
無
限
に
植
々
な
る
享
樂

* 

を
提
供
す
る
が
故
に
限
か
な
き
も
の

「

V
如
く
で
あ
る
o
:
■人
は
如
何
に
多
く
の
富
を®

し
た
i

で
も
、
こ
れ
で
充
分
で
あ
；る
と
言
ふ
機 

會
に
ば
到
達
亡
ぬ
で
あ
ら
ぅ
。
常..に
.
.こ
の
富
を
享
樂
に
代
へ
、
又
少
く-^
も
自
己
の
使
用
に
充
て
る
の
手
段
を
見
出
す
で
あ
ら
ぅ
。
併 

し
乍
ら
.溫
代
經
濟
學
者
の
犬
部
分
が
陷
：つ
^

居
る
や
ぅ
に
、
消
費
を
以X
何
等
の
；：限
度
も
な
き
、
常
に
無
制
限
の
坐
產
を
消
化
せ
ん
と 

し
つ
％
あ
る
ガ
と
思
惟
す
：る
の
ば
太
な
る
誤
謬
.で
あ
る
^

註
ー
0

0然
ら
ば
社
#

Q

消
費
は
何
に
ょ
つ
て
局
限
せ.ら
れ

る
か
。
こ
れ
を
汍 

’定
す
る
の
へ
が
彼
れ
：の
所
得
論
セ
务
るo'
v 

, 

^

'

;:
,「

凡

そ1

國
の
茭
出
は
そ
^
國
の
.所
得
に
制
規
さ
れ
な
け
れ

s

な
^
ぬ
。
■と
の
所
得
に
は
ブ
ー
つ
の
性
質
が
あつ
て
、
一
は
富
者
に
於
け 

?>
;
物
質
的
^

^
、
へ

他

ば

に

於

け
qる
勞
働
能
力
*

あ

：
る

。
，
甯

者

は

自

已

の

「

所
得
ー
を
坐
ず
：
る

所

の

富

_に

碁

ぐ

利_
を

、：

自

己
.の
：
欲

堅

若
 

し
く
'は
願
望
e
充
鬼
す
べ
き
如
何#
る
消
費
對
象
物
と
交
換
す
べ
き
か
嘉
慮̂
な
け
れ
ば
な
名
ぬ':
0
.‘け
れ
ど
も
若
し
そ
の
所
得
を
超 

ぺ
ぇ
ザ
之
：̂

4

^
^.
«

、
必
然
そ
0
利
濶
を
產
む
所
の
寶
ょ
甚
る
資
本
そ
れ
自
身
か
ら
借
入
を
行
は
ね
ば
な
ら
致
く
な
り
ク
將

^

パ
於
け
る
自6

6
刹
潤
$:
'
:減

じ

：て

破

滅

ー

に

導

か

れ

2»
:
:'
0
他
方
、
所
得
と
し
て
へ
そ
め
勞
働
の
谷
を
有
す
る
寶
者
は
、
と
：れ
を
支
出
す
る
に
先

ぐ̂

ス
4'
シ
デ
ィ
柃
證
猶
.程
P

マ
^

 ̂

五
'七

ー

(

ー
驗
§



w

八
：
' 

(

f
:
四)

'

立0:て
、

善
者
階
級
^
依
存
し
て
ゐ
る
。
彼
等
は« ;
る
勞
働
を
實
現
1>
そ
^
果
|
|
享̂
樂
し
得
る
飾
に
、.こ

れ

を

寰

ら4.け

れ

な

ら

：

. 

-

.

' 

.

.

.

.

.

. 

.

.农
5
0
^
而

じ

て

：
彼

等

ば

甯

者

(0
中

自

ら<?
>
た

め

隹

そ©
財

得

を

費

し

：た

名

後

、
，

#

^
淺

れ

：
る

資

本

を

；以

尤

し
.：て
0.
^

こ
：れ

を*
夺
と4
が

背

き'る
0
:
;
:
勞

働

能

カ

は.こ.
0能

カ

が

使

用#
ち

れ

る

：や

否

や
'
i
_個

の

所

得

と

：な

る
.'
<
>
.
. 
*

:
:
，
と
の 

弟

.金
部
屑
傭
せ
ら
れ
る
左̂

で

:̂
:
、
：.
»要
カ
^
從

：
っ
、
て

其

の

價

値

は

.增

減

す

る6
.
こ
;0
故
 ̂

る

後

に

於

い

へ

て

の

み

ブ

そ

の

所

得

を

支

出

す

^
で

あ
&
ぅ

ャ

然

か

も

艰

れ

は

そ̂

規

制

ず

る̂
あ

ら
.急

b

:
の

懷

媚

を

超

幺

る
|
.切

：
の

支

出

中
.
：
彼

れ

自

身.及

；び
；
社

會

を

.破
減
.せ
し
め
*
又
こ
'の
價
格
の
不
足
若
し
く 

は
杜
餡
^
^:
^
ヤ
蒙
、る
1
:切
の
_

泛
は
、
：坐
命
、
健
康
又
體
カ
を
害
ふ
や
否
や
直
ち
に
將
來
の
勞
働
能
カ
を
破

»

す

る

が

故

に

：

：
等
 

し

ズ

社#
を

破

滅

に

：導

く

：
こ
：と

に

な

石

0
.
;
'
斯
ズ
し
て
、
.貧
者
も
？
甯
者
と.同
様
、
，
そ
«>
支
出
を
1.
セ
實
現 

を
得
ざ
ら
'し
^

ベ
ぐ
V
V而

し

；

V
:-:

切

,

:

.註

-
. 

S

 
贺 ondi,

多

：

C 

ぞ

o
m
e
#

■ 

■ 

*
-

;
>
1->
!
;
於̂
.い
.て
，消

費

の
'高

は

所

得(0
髙

に

制

限

せ

ら

れ

：
る

と

^

モ
ン
：デ
ィ
枝
他
方
に
於
い
てi

の
，支

出

は

消

費

に

向

け

ら

れ

る.碁

本

中

そ

の

國

の

，
生

產

全

體

を

吸

收

U
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
士
說
く
。

• 

- 

• 

. .

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

• 

.

.

.

人
間
勞
働
の
唯4

の
目
的
は
そ
の
：欲
望
を
充
た
す
：に
あ
る
の
で
あ
っ
て
；、
使
用
に
，あ
て
ら
れ
た
る
生
産
物
の
み
が
慣
値
を
有
す
る
。

• 

V
.
,
'
.
..... 

-

, 

-

•
:
:而

し

て

富

が

斯

か

る

目

的

を

達

せ

ざ

：る

場

合

に

.は

、
，
其

，
は

こ

れ

：
に

代

る

，
べ

き

等

量

^
^
^
^

- 

. 

.

-
社
會
に
衣
食
住
の
不
充
分
な
る
個
人
が
多
數
に
存
在
す
る
場
合
’
社
會
の
.欲
す
る
所
は
そ
の
購
貢
し
得
る
も
の
に
限
ら
れ
、
而
し
て

そ

.0
購
買
し
得
る
听
は
そ
の
所
得
に
限.定
せ
.ら
れ
る
。
今
若
1>
社
會
の
た
め
：富
奢
が_

©
の
資
本
所
得
ょ
り
取
立
て
る
以
上.の
^
侈
品 

が
坐
產
さ
.れ
る
と
す
れ
ば
、
：
窟
者.は
恐
.ら
く
そ
れ
等
を
取
得
せ
ん
：と
望.み
、
.，そ

れ

ょ

り

新

し

い

享

樂

を

抽

出

し

#

で

奮

う
.0
け

れ

ど

：も

彼

鵠

は

破

滅

の

；
危

險

を

1
!

て̂

之

を

購

買

す

る

.こ

^

は

し
;^
い

で
-?
>
ら
乃
。
何
故
な
ら
ば''
»
そ
；の
た
め
に
自
己 

の
：，_

に

就

，い

そ

借

人

を

行

：ひ

、
：
換

言

す

れ

ば

貧

者

^

で

あ

る

。

從

0

て

斯

か

る

奢

奮

.を

生

産

じ

^

る
者
も
亦
富
者
の
所
得
と
交
換
し
得
ず
、
又
そ
の
；資
本
を
囘
收
す
る
こ
と
が
で
.名

し
 

て

、
，

「

そ
の
生
^.
を

砰

開

す
^

こ
.

と

が

也

來

な

く

な
^

0

,

斯

く

し
.

^

勞働は停止せられるで

| >

ら
う

o
,

又
若
し
貴

者
が
消
費
し 

辱
る
以
上
で
は
な
く
て
、
そ0
勞
働
と
交
換
に
.所
得
ょ
り
取
得
し
得
る
以
上
に
、
彼
一
等
の
た
め
に
生
活
必
需
品
が
坐
產
さ
れ
る
と
す
れ 

ば
、
疑
も
，̂
く
彼
等
.は
生
活
を
向
上
せ
ん.と
0
强
き
#
望

を

持

：
，つ

で

あ

ら

う

が

、

事

.實
は
，さ
う

し
な
い
で
あ
ら
う
。
何
等
な
ら
ば
彼
等 

.が
斯
く
望
む
の
故
を
以
て
、
富
者
は
彼
等
.に一..層
高
率
の
賛
銀
を
支
給
せ
ず
、
又
ー
，

.層
多
く
の
勞
働
を
彼
等
に.要
求
し
な
い
，か
ら
で
あ 

る
0
:即

：ち

彼

等

自

身

±̂
基

裒

ば

、
勞
働
ょ
り
外- ^
換

に

與

ふ

べ

：
き

も

の

な

 ̂

そ

の 

た

め

に̂

い

貴

じ<
な

る

か

ら

で

あ

る

夕

：
猶

：
つ
て

「

小
|

饑

餓

に

瀕
;1
.
^
\
.あ
る
多
數
の
人
々
爸̂

產
者
は
資
本
を
闾
&

す
岑
こ
衣
が
：で
备
ぬ
私
ら
、
、勞
働
：を
停
此
す
る
右
等
し
<

洱
生
產
の
た
め
'に
投
資
し
得
ぼ
く
な
名 

と
じ
^

坐
產
過
.剩
が
價
格
.の
低
落
^

ょ
^

て
わ
り
夫
&

る
消
費
を
導
や
こ
と
は
あ
る9
樣

坐
亂
者
が
富
者
の
所̂

^
超
*?
>
る
£

^
ー
一
倍
の.箸
修
品
を
市
場
に
も'た
ら
し
.1.こ
れ
を
賣
却
し
盡̂

ん
^
す
れ
ば
>
,是

等

の

價

格

を
.# 

域
し
な
げ
れ
ば
なfe
>
.
.ぬ
。
こ
.の
：.場

合

、
：
霧

者

は
i >
h
.安
备
入
し
得
爷
が
故
把
讓
者
と
し
そ
利
才
荅
所
が
あ
つ
た
と
信
ず
义
で
あ
ら 

’ 

5

.モ
シ
デ
：感

思

麗

程

.類

癸
 ̂

、

五
:|
s

:s
:a
u)

、
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^
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ぺ
て

 

.六

.
0
' 

.■'

(

三
*四
山
、
ノ
.

'念

'け
れ
.ど
^
富

；者

の

ホ^«:
坐
產
者
が
含
ま
れ
で
磨
る
が
ら
、
：
.富
者
は
消
費
者
と1>
1:
利
す
冬
以
^

在

:̂
と
&

る
？
#

组

產

.の

.：販

.«
に
就
：
い
て
、
；：五
^
0

-
 

..
 

.
 

'

:

の
.消
費
減
少
を
：、
德
©

1

^

0減
少
呔
、
»
廣

の

：
勞

働

に

對

す

、
る
：需

耍

の

.減

退
を̂
^

■■
'
,
1
1す

る

生

活

必

需

品

を

市

場

£
も

た

ら'1
7
と

き

：は

、
：
も

の

.勞

働
0

ぃ
失.と

な

；
る̂
あ

も

ぅ

。.
ン
.從

：つ

て

失

、張

げ

：貧

者

0'
所

得

た#
勞

働
^

價

値

は

半

減

^

る

で

あ

ら

ぅ

。
：
斯

く

<2
>
:
如
く
し
て
所
锝
に
ょ
つ 

:て

制

眼

せ

ら

れ

：る

：ー
十
國
の
：
支

出

ば

消

費

基

本

.の
；̂:
-
に
生
產
：

：

の
全
部
を
吸
耿
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(

註

--
;
 ̂

、

.
.
.

, 

,
:

—

.

•

: 

... 

;
• 

一
.
.
-
. 

.. .

'

シ

ス
.モ
：..シ
.デ

ィ
.0
見

，
る

脱

に

ょ

れ

ぼ

4
經
濟
社
會
P
健
全
な
る
進
步
發
達
は
事
態
が
斯
く
の如
く
あ
る
場
合
に
於

い

て
治
6
そ
的
待. 

'せ
ら
れ
る
の
で
あ
：多
が
、•，坐
產
者
が
互
.に
無
：制 ̂

.
に
於
ぃ
て
は
、
正
し
く j.

國
の 

.

.所
得
は
相
霞
に
減
.少
す
'る
傾
岗
を
冕
つ
：で
ゐ̂

:0
奄
し
'て
.資
本
制
生
產
馨
.に
於
い
.て
は
、'必
然
に
資
本
蓄
積
の̂

め
0 

，が
行
は
れ
、
，從
つ
て
過
：剩
人.ロ
..に
；ょ

を

勞

銀

の

低

下

、
財

貨

需

要

カ

の

減

退

.の
緒
艰
は
自
ら
過
剩
生
產
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
ふ
。. 

''
,

「

分
勞
は
絕
ぇ
ず
坐
產
カ
を
增
加
し
、
資
本0
增
殖
は
新
し
き
用
途|:
求

め

ね

ば

な

ら

な

^…

坐

產

者

は

自

己

の

市

場

黄

大

を 

，
最

大

の

緊

要

事

と

す

'る
P 

V 

:

.

而
1>
て
.そ
_の

財

產0
增

大

は

す
-る
交
換
.が
自
己
に
提
讲
せ.ら

れ
る
.場

合

に

は

’
.
.
同

業

者

を

犧

牲

，に
し
て
'そ
の
販
賣
を
獷
.大
.せ
ん
こ
と
に
熱
中
し
、
：：富0
增
加
.を
：こ
れ 

に
比
狗
せ
1>
;

め

：ん

と

ず

る

。

.

.
:

•
.
又

製

造

業

者

は

勞

働

若

し

 

<
は
材
料
0
使
用
に
.何
等
か
の
節
約
を
見
出
さ
ん
と
絕.ぇ
ず
法
意
す
る
0 

然
る
^
材

料

は
そ
：れ
自
li
r
前
勞
働
の
生
產
物
で
あ
各
か
食
彼
れ
な
節
約
は
結
？

^

^
同
^.
生
產
物
に
對
し
'て
.、
ょ
り
少
量
の
勞
働
を-
 

儒

ず

る

ぢ

と

に

：歸
せ6.
:
れ
る
0

:

•
.
個
別
的
に
考
へ
れ
ば
、
.製
造
者
ぬ
目
的
ほ-部
の
勞
働
者
を
解
雇
す.る
こ
と
ー
で.は

な

ぐ

て

、
，
同
'
 

激
0
勞
働
を
藤
鎌
し
、
真

つ

わ̂'
以
^

0
生
產
を
あ
げ
る
こ
ん
で.あ
る
ヴ
然
：し
社
會
的
に
見
れ
ば
，
他 

ふ
が
故
に
.、
.
.
®新̂
機
械
が
勞
働
の
坐
產
カ
を
增
加
し.た
だ
け
、.
誰
か
が
自
已
ぬ
譲
者
を
解
雕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、

.'

.
 

全
體
と
し
て
0-
彼
等
0
:消

費

ぼ

そ

れ

：だ

け

減

少

％

る
：
で
：
あ

ら

^

。
斯
义
し
：て
舊
式
產
業
は
沒
落
し
て
行<.
0
洵
に
消
費
款
は
競
爭
の
結
ハ 

果
利
益
を
#

苓
で
あ
ち
ぅ
が
、'斯
、か
务
利
益
は
勞
働
：の
減
少
と
比
肩
す
ぺ
く
も
な
い
。
'
:
:
ヒ
の
故
に
發
明
の
結
果
は
總 

對
ず
谷
撗
失
;-
\

-
國
所
得
0
減

少

と

：な

り

、

そ

：
の

た

^

に
次
年
の
1
般
消
費
カ
を
ょ
り
弱
め
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
ぅ
。

• ： 
•今
日
迄 

.新

：
し
：き

方

法
'の
發
見
は
太
な
备
國
民
損
央.、
所

得
(?
>

、
：從
0'
:て
：消

費0:
大
減
少
を
來
し
た
。
そ
れ
は
さ
ぅ
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の 

で
«>
.る
,0
'

^

な̂
ら
ば
、
^

^
そ
れ
_
體
が
所
得
0!
爾
要
な
.る
：ー#

分
を
構
成
す
る
が
，ら
、
需
要
勞
働
を
減
少
す
る
ヒ
'と
は
當
然
國
家 

を
貧
期
故
ら
^
紅
各
が
^

す
あ
ざ
。.
.：
‘：然
ら
ば
人
間
勞
磡
ゼ
節
約
ず
を
技
術
の
發
見
は
す
べ
て
-
部
0
人

類

に

對

し

セ

恒

^

不

幸

で 

あ
a；
が
o:

抓
論
さ
ぅ
で
は
な
ぬ
人
間
によ
：つ
，て
；充
.足
し
得
^

^
勞
働
：が
，あ
る
.場
合
、
.

れ
が
機
梂
に
ょ
つ
て
完
成
せ
ら
れ
る
こ
と
は 

幸
で
あ
ふ
..
0

'人
.

1
働
が
金
部
规
傭
さ
れ
、
且
：つ
：生
產
が
機
械
に
：ょ
0
:で
行
は
れ
：る
な
ら
ば
、
社
會
は
利
益
を
得
る
.で
あ
>̂
:
ヶ
。
け
れ
ど

も

斯

がる
科
益
は
機
械
が
人
間
に代
置
す
：る
こ：

と
.に
ょ
，
つ
：てG

み
獲
得
し
得
ら
れ
る
か
ら
、
そ
れ
は
結
局
人
類
の
災
厄
で
あ
る

」(

钱 

一
0
0

:
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シ
ス
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シ
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思
想
過.释
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つ
■い
.て

：

. 

KlivQso

^
 

- ! 
w
^
9
0
»

 ̂

^
 

-
s
.
- 

^

ハ.：
へ
尙
：ほ
機
械
の
災
抠
に
就
い
て
は
、
彼
れ
は
再
版
^
次
：0
:如
_

附
け
加
へ
て
ゐ
る
。「

人
間
の
#

働
#

を
：倍
加
す
る
技
術
の
：發
明
は

• 

： 

•
 

#

役
に
立
<>
が

、
へ
；そ

れ

は

消

費

&

憑

：
に.於

：い
ー
て
0
^.
有

用

ヒ

使.用

せ

ら

れ

る
0
曼

象

が： &
¥

多

量

：な

る
^

®
§

を

欲

求

す

.
る

場
 

'合

：に

は''
.
'發

明

：は

隊

量

办

#

働

を

以

：
て
.そ
れ
を
取
得
«
1>
'
|6
:る
奴
故
に
有
« :
で

ぁ

眷

：发 

.、ざ
；る
場
僉̂

ば
、
へ
發
明
は
坐
產
者̂

對
^
て

~^
»
«'
き

休

息

を

：興
$

ン
(6
置

.
^
本
っ
：：
て

苦

1.
:
-
む<0
セ

啟

く,'
'
:
岑
の
：悪

用

忆 

一

I,: 

.

-

-

 

f

 

o
o
_
^
-
o
^
. 

1

0 

W
M 

w

^

i
 

- 

. 

.

,

:

當
0

增
加
よ
り
生
ず
る
：生
產
：が
確
か
に
消
化
し
盡

:<
;

资
る
れ
ば
.

、
，と
：の
增
加
は
社
會
を
利
す
る
。
然
し
*
^
主
義
社
會
に
於
け
る
分 

配
.

の
不
平
'

等
^

資
本
の
蓄
镇
は
ゝ
現
實
上
販
路
を
狹
隘
化
し
セ
ノ
坐
^
^
^
^
^

.樂

が

殆

ど

平

等
&
る

が

：？

或

：は

多

數

者

.が

窮

乏0:
中
.に

お

夺

に

少

數

者

が

：豐

潤

に

飽

べ

か

は

、
幽
 

:ヤ

は

：な

：い
.
0'.
-
-̂
れ
と
等
し
く
、
っ̂

:
の
：
分

配

を

亦

當

.
の

墙

加

に

無

關
 

€>
.
:市

場

を

常.に

擴

太

ず

べ^
も

の

で

：
ぁ

氕

：
ぞ

0
不
.平

等

ほ

常

に

益

々

そ

：れ

を

繁

せ

、
し
む
，
る

:貧

紫

に

よ

，
つ

て

等

し

く

消

費

.せ
6:
れ

る

：
げ

れ

ど

も

、
：
，
そ

'の
洎
費
態
樣
：は

同
--
で
な
■い
o
へ
甯
者
は
貧
者
よ
り
も
資
本
を
用
ふ
る
■こ
と
遙
か 

に
多
く
、
勞
働
を
投
入
す
る
こ
と
極
め
.て
尠
い
o 

:
從
：つ
そ
富
の#
.坐
產
；に
.殆
；ど
資
す
る
：所
が
な
い.
0 

:

:

:
十

萬

.
リ

ー

ヴ
•ル
：
の
：
所

得

が

一 

人

に

屬

し

や

う
i

百

人

に

分

た

：
れ

ゃ

：
う

と

、

■

.等

し 
<
 消
費
.に
向
け
ら
れ
る
こ
.；と
に
變b
ft
:

-

然
し
斯
か
る
消
費
は
同
'一
性
質
の
も

の
で
は
な
い
。
極
め
て
當
裕
な
る
者
は
無
限
に
多
く
の
も
の
'を
使
用
す
る
に
非
ず
し
て
、.一
層
良
質
の
も
の
を
需
要
し、•

.• 

•斯
く
し 

て
不
坐
產
的
勞
働
者
に
貴
銀
を
支
拂
ふ
こ.と
と
な
る
。.
：
.：
：又
> 
こ
の
所
得
が
百
の
家
族
贮
分
た
れ
て
居
る
場
合
に
は
，

ー
層
良
質
の 

パ
ン
，•
肉

を

食

ひ

：、

葡

萄

酒

•
麥
酒
を
飮
ル
で
そ
の
國
の
農
業
を
促
進
せ^ :
め

：
る

で

，あ

ら

ぅ

。

叉

一

層

品

質

，の

優

れ

た

る

內

國

製

の

衣

服
 

..を
纏
ふ
で
.あ
ら
.ぅ

。
.…

斯
く
し
孓
國
內
土
業
に
發
展
カ
を
與
へ
る
で
あ
ら
ぅ
。
若
し
同
：

.一.所

得

：
の

大

部

分

が

一

人

の

.富

者

に

摩

用

せ
 

f
eれ
、
.殘
額
が
九
十
汍
<

0
械

擊

.に

分

配

せ

：ち

れ

る

場

合

に

は

、

.：：
ー
'
國

產

業

に

對

し

て

與

^

弱
^

で

あ

；
ら

ぅ

。
：

>■
:
.
:
•
資
本
蓄
镇
の
結
取
は
：

I

般
.に

勞

働

を

大

工

撃

に

集

中

せ

し

め

，
る
：
が

、

E

大
な
.る
財
富
集
積
の
結
果
は
斯
か
る 

大
規
模
產
業
'の
生
.產
物
、
從
つ
1

0

消
費
.を
，殆
ゼ
.絕
對
的
に
排
除
す
：る
と
と
な
る

」
(

钱
：：1〕

。
：：所
得
の
分
配
の.：不
平
等
の
結
果
と
し
て
、 

-*
方
で
は
蓄
積
ざ
れ
た
赏
が
資
本
家
を
し•て

夭

規

響

るH

場

生

產

を

可

能

な

：ら

し

せ

る

4
共
に
、_他
方
.で
：：
は

そ0富
が
ま
た
と
の
大 

X

場
：の
塞
物
を
富
者
办
消
費
か
ら
引
離-'
1
>̂

:1
>
凌
'ふ
^

彼
れ
は
者
<
る
.
,0
.

.:

註
：一
 

s
l
s
m
o
n
^
c
p
.

 

c
^
p
.:<
i
o
5
3
6
1
.
,

/
斯
く
の
如
く
*

資
本
制
坐
產
關
係
は.一
方
に
於
い
て
資
本.‘の
蓄
積
、
富
の
生
産
力
を
刺
戟
す
る
が
、
.
そ
れ
と
同
時
に
、
消
費
と
坐
產

」

衣

<7
)
.
'均

衡

呔

必

然

的

に

破

れ

セ

生

產

過

剩

を

惹

起

す

る

と

'い
、4

?
か
ネ
る
國
的
恐
慌
の.理

論

ぼ

同1
^
^
^
^
^
^

-
1
- 

• 

• 

• 

• 

•

^

1

0
へ
；と
'
々

治

:-
,

;

'
パ
 

*

ン「

以
上
の
如
.

^「

財
產
が
少
數
所
有
者
の
手
中
に
集
中
货
ら
れ
石
た
玲
に
、
國

傷

場

は

常

柘

益

：々

狹
め
ら
れ
る
々
從
：つ
：て
產 

ッ̂

益
>
舨
路
を
外
國
市
場
に
求
め
ざ
る«:
得

ぎ

る

：に

至
.る

：
の

セ

あ

つ

：
て

>

>ず
.坐
產
が
消
費
を
趙
ゆ
る
國
は
す
ぺ̂

，/
.シ
キ
モ
シ
デ
メ
の
ー
蜃
過
輕
に
や
い
て
：

ン
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シ
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モ
-
ン
デ
ィ
' 
の
思
想
過
程
に
ク
い
：て
 

六

四

Q

m

o

v

に

：藍

踢

を

向

げ

る

こ

と

に

な

る

。

'
;
.
.
.
併
し
乍
ら
世
界
市
場
迄̂

.
_大
は
世
.界

的

譲
&
結
果
^
し
て
0
み
可
能
と
纪
^.
>

而
1>
,て
消
費
は
新
所
得0
額

に

媒

定

せ

乾

石

パ

力
.は
抓
述
せ
る
如
く
增
進
す
る
こ
と
が
で
含
ぬ
.。
坐
産
は
消
費
を
超
ぇ
、
製
造
は
資
本
額
に
比
例
し
て
需
要
に
比
例
せ
ず
、
然
か
も
商

人
ば
赧
1

:

に
献
^;
て
殺
到
し
て
順
客
に
沒
落
し
行
く Q

事
實
ば
、
_

々
(D

商
業
報
告
、.
新
聞
，
旅
行
者
の
談
話
に
ょ
.つ
て
明
白
で
あ

-る
-
:

it 
能 
T)

o
;-
'
-
' 

. 

'
.
'

一-
:
?人
:
'.-
-
' 

. 

'

'■
•
. V
:
.
<
-

:■
:
':
'•
■

s
 

w
l
!
n
d
i
,

-o-
p
.
c
i
t
,
p
i
3§

:'s

.?

./ 

r

斯
く
し
て
.

、
：
シ4

年

：，ン
，
デ

：ィ

は

^

芷
統
派
經
濟
學
者
は
何
故
杧
理
.解
し
よ
ぅ
と
し
な
い
如
:<
?
:反

間

し

、',
.:
彼

等0
誤
謬
は
彼
等
が
年>
の
生
產
と
所
得
と.を

两
1
視
す
る
に
：
 

禊
る
と
述
ベ
て
ゐ
る.
P 

::

故
，に
.彼

等

は

「

生

產

は

增

加

：し
0
:
:
\
あ

る

，
に
：
、
資

本

利

潤

及

び

賃

銀

社

屢

々

岗

時

に

低

落

す

る

こ

;i
あ
^
所
以
を 

說
明
す
.る
こ
i

が
出
來
な
v>」

；
：
と

論̂

-
'W
し
て
課
.「

年
..々
；

a

所
得
■を
年
.々>
の
，：坐
產
物
と
锟
同
す
る
.こ

と

濟

學

全

體

女

蔽

ふ

に

厚 

き
盩
を
以
て
す
る
所
以
杧
外
な
务
ぬ

」

.

.i
v'
ふ
の
で
あ
る
。

シ
：ス
.
モ
ン
デ
イ
へ
に
由
れ
ば
、
こ
の
兩
者
を
區
別
す
る
と
き
初
め
て

1

切
は 

明
瞭
と
&

り
ノ
す
べ
て
の
事- *
は
そ
$
:理

論
-<
?
:
1致
す
る
と
。

こ
の
：點
忆
關
し.て
、
ァ
.フ
タ
リ
％
.ン
は
、

シ
ス
モ
ン
デ
ィ
が
所
#
と
言 

ふ

の

、
は

謬

り

で

ぁ

っ

：
て

、

茈

し

ぐ

は

支

狒

手

段

と

虞

は

ね

ば

：な

ら

'
^

き

，A
f
t
a
l
i
J

 cp. cit. p
,
1
C

,?5

パ
シ
：ス
モ
、ン

「

デ
_イ
の
恐
慌
論
は
彼
れ
と
疋
統
學
派
と0
間
に
：活
潑
な
.論
爭
を
惹
き
領
し
た
？
 r

經
濟
學
新
原
Is
:
.

」
出
版
© ：
.翁
、

マ.力
P
ッ
.
 

ク
は
M

d
に

u
r

斧

：

R
e
v
i
e
’

4

に
廣
名
で
シ
.
ス
^
ン
，
デ

ィ

撒

鲥

を

揭

げ

、
'シ

ネ

學

年
# .」

^:
消

費

ば» .
會
に
於
い
て
.常
に
生
產
カ
と
：共
に
增
加
す
る
や
の.問
題
に
對
ず
る
檢
討」

と
い
ふ
題
で
揭
げ
た0
尙
ほ
彼
れ
は 

リ
力
ア
ド
オ
の
ニ
内
下
了
カ
ロ.ッ
グ
と
論
爭
し
た
め
み-で
な
ぐ
ハ
.リ
ガ
ア
甘
オ
良
#:
と
も
^.
■

す
が
機
會
を
得
た
斤
肌
ちT

A

r

H^:
: 

如
カ
ア
ド
：オ
，が
幾
日
か
を
ジ
ユ
ネ
ー
ヴ
に
送
つ
た
と
き
、
.；シ
ス
モ
ゾ
デ
ィ
ば
恐
慌
の
間
題
に
就
い
で
リ
カ
ア
ド
オ
と
諫
論
し
ぅ
そ
レ
て 

そ
の
^

^
を
筆
に
し
て
翌
牴
五.月

穿
|

|

7

&答

昝

6

に「

歡
產
*

_
ね
% -
衡
に
つ
い
て」

と
い
ふ
論
帶
文
を
寄
せ
た0
と

こ

ろ 

が
：こ
0
リ
ヵ
ア
^

オ
駿
镛
は
遂
、に
市
敬
理
論0
主
.唱
者
：セ
イ
を
論
举
場|1
:

に

登

場

せ

し

：
め

-た

，
-セ
.イ

は

旣

：に^

ス

モ

ゾ

ディ
に

答
へ
た
が
、
更

に

七

月

同

じ

く

 

R
e
v
u
e

 

e
n
c
y
c
i
o
p
6
d
i
q
u
e

を
藉
り
て
シ
ス
乇ン
デ
ィ
反
對
論
を
發
表
し
た
。
勿
論シ 

久
モ
ン
デ
ィ
は
こ
，の
：反
對
論
ゆ
對
し
てW
び
反
批
判
を
公
に
し
、
矶
の
リ
力
ア
ド
オ
評
の

：

言
葉
を
採
錄
し
て
セ
イ
の
理
解
あ
足
を
難
詰 

し
た
の
’で
あ
る
タ
こ
の
ぞ
ぅ
な
論
爭
を
通
じ
て
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
の
：恐
慌
論
は
：

 
一
®
明
ら
か
に
な
つ
て.ゐ
る
が
、
こ
X
に|

々
一
紹
介
す
る
.
 

必
要
は
な
か
ら
ぅ
。.：ぞ
.れ
は
旣
に
舊
稿
に.於
い
で
充
分
に
取
：り
扱
つ
た
と̂
ろ
で
あ
0
、
4

た
增
井
博
士
.の
論
文「

生
産
消
费
の
均
衡 

に
關
す
る
論
邻
し(

本
_

十
九
叙
四
號
所
載」

で
極
め
て
鮮
細
且
つ
明_

に
說
如
れ
て
^)
.
:
;る
”

そ
.こ

で

私

ば

シ

ス

モ

；
ン
：
デ

：
ィ
の
，
生

產

•
消

費
 

不

均

衡

論

を

他

の

分

野

，加

ん

呖

ら

か

ぬ

1>
;

よ

ぅ
0

-
-.
:

-
^

:
グ

ス
モ
わ
デ
イ
ほ
恐
慌
と
勞
働
笤
の
食
困
と
を
資
本
主

_

組
織Q:il

大
災
害
で
あ
る
と
考
へ
た
が
、
こ

の
雨
者
はM

に
他
を
深
刻
化 

す
る
相
關
的
な
災
惡
で
：あ
：る
::
^
い
：ふ
9
.
:
.
即

ち

企

業

家

.を

破

滅

せ

し
め
る
恐
：慌

啟

勞

慟

# .
0 .

貧
困
を
ユ
秦
激
化
し〜

反
%

に
か
V

る
勞
_

タ
ス
モ
ン
デ4

の
. ^

粗
過
栽
に
* ?

い
て
： 

：

V
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.

シ
ス
.毛> 
ダ
ィ
め
私
漱
過
：程！
^V

て
' 

六
^

2

1五
.ニ)

:者
办
贫
窮
ば
热
慌
か
永
躐
的
な
原&
と
が
る
0(

.敗
^
ダ
ス
_

シ
#

:̂
^
^
^
^

彼
れ
.の
；意
馬
を
知
る
必
势
が
あ
が
，■
'/
'

:

-

.
へ
：--
-
-
.

(

3

'
:
;
: 

.
'
:
.
、
：
：
d
 

.

.先
^ :
觫

れ

核

大

エ

歡

ね

於

ボ

る

务

働

者

<0
.
狀

態
.と
ギ
ル
ド
組
織
下
，の
職
人
の
狀
態
を
對
比
す
る
こ
と
か
ら
理
論
を
股
開
し
て
行
く
。

敗
れ
は
後
免
を
樂
觀
的
態
藤
を
以
亡
觀
察
し
、
^

エ
業
吹
雞
々
の
長
所
ど
讃
美
し
て
ゐ
る0
之
に
屄
し
て
、
俞
者
に
對
し
て
は
、
紙
れ

の
見
解
ば
褪
め
て
悲
觀
的
で
あ
る'0
;
-ぞ
し
で
彼
れ
吹
こ
の
場
合
資
本
ど
勞
働
と
の
分
離
を
說
い
て
ゐ
‘
9

'
■'

.
贫
本
主
翁
的
生
產
ぬ
於
：て
は
、3:
;
:場
を
獲
得
し
機
械
を
購
人
す
る
た
め
贮
大
資
本
を
耍
す
る
。
故
に
勞
傲
す
る
者
と
生
產
手
段
を
所

有
す
る
者
と
は
必
然
的
に
分
離
せ
ざ
を|:
:
得
な
い
办
で
办
つ
て
、
然
が
も
勞
働
者
が
資
本
家
と
し
弋
浮
び
上
る
こ
ど

.は
&
對
に
不
可
能

だ
と
み
る
。
一

'

..
'■
. 

:

, 

•

'
. 

.

.

.

.

.

. 

•

.斯
く
し
て
生
產
手
段
を
剝
奪
ざ
れ
た
人
"々
即
ち
坐
き
ん
が
た
め.に
たV

勞
働
カ
の
.み
を
有
す
る
人
達
は
、
そ
の
仕
事
を
求
め
る
た

め
に
資
本
家
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
.る
。
そ
.し
て
そ
の
终
働
カ
が
彼
等
に
と
づ
て
は
所
得
の
嘥
一
の
源
泉
で
あ
る
。
併
し
な

が
ら
資
本
家
が
ぞ
の
勞
働
力
を
購
は
ざ
る
場
合
に
は
、
彼
れ
の
勞
働
力
は
毫
も
價
値
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。

.自
由
競
爭
の
下
に
あ.

つ
て
は
、
資
本
家
同
志
互
に
敵
と
な
る
と
同
時
に
V
勞
働
者
に
對
し
て
も
對
立
的
贫
場
を
と
る
。
斯
く
て
兩
者
の
間
.'に
は
永
續
的
な
_

•
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
"

資
本
家
は
勞
働
者
に
對
し
最
も
苛
酷
な
條
件
を
課
さ
ぅ
と
努
め
、

' 1

方
勞
働
者
も
最
良
の
.條
件
を
獲
得
し
よ
ぅ
と
す
る
。
そ
の
結
果 

は
永
續
的
鬪
爭
で
あ
る
。
#:

し
な
が
ら
' 

か
'
Vる
鬪
爭
は
不
公
平
で
あ
る
。
蓋
し
資
本
家
.が
勞
働
を
欲
す
る
程
度
.と
比
歡
し
て
、
勞
働

者
が
そ
の
茧
活
資
料
を
得
ん
と
す
る
愁
望
の
方
价
遥
か
に
大
で
^

^

且
づ
自
ら
ぞ
れ
を
獲
得
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ 

る
。
更
に
も
ぅT

0

0
理
凼
が
.あ
る
。
.自

凼

放

任

の

組

織

に

於

い

：て

は

、

資

本

家

：

と
.勞
働
者
^

の
間
に
利
齊
の
對
立
が
苻
す
る
の
み
な 

ら
ず
、

こ
の
對
龙
は
勞
働
者
相
互
間
に
於
い
て
.も
存
す
る
タ
又
諸¥
の
_
由
か
ら
勞
働
人
；ロ
は
絕
.え
ず
增
加
す
る
？
故
に
勞
働
者
は
資 

本
家
か
ら
與
へ
ら
れ
る
如
何
な
る
條
件
に
服
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
企
業
家
は
斯
く
し
て
勞
働
者
を
し
て
如
何
な
る
要
求
に
も
從
は
し
む

各
こ
と
が
出
來
る。

■

^
 

:
"
'
'
"」

、
：：•
 

.
 

V 

:
.■
.
'
•

‘
，シ
ス
モ
シ
デ
ィ
は
、こ
の
災
惡
の
原
因
を
資
本
主
義
組
織
及
、び
：自
由
競
爭
に
歸
.し
て
ゐ
る
。
：
蓋
し
自
由
競
爭
の
下
ゼ
は
、
資
本
家
は 

勞
_
考
を
脑
.迫
ず
る
ひ
で
な
け
れ
ば̂

#
.相
手
に
打
ち
勝
つ.こ
と
が
出
來
ぬ
か
ら
で
あ
り
：、

：

更
に
過
剩
生
產
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
破 

.產
か
ら
免
れ
る
た
め
に
は
、
努
働
潜
を
搾
取
す
る
.上
り
外
は
な
い
^:
ら
で
あ
る
o
'
:
-

..シ
X
.モ
V-
.
:デ
ィ
は
エ
場
に
於
け
る
勞
働0

1
般
的
條
件
：に
關
し
：て
論
じ
た
後
、
更
に
進
ん
で
賃
銀
杧
論
及
し
で
ゐ
ん

0 

、勞
働
者
..は
資
本
家
に
對
し
從
屬
的
地
位
に
置
か
れ
て
，な
る
か
ら
、
極
め
て
僅
少
な

*

®
、
即
ち
彼
れ
及
び
彼
れ
の
：家
族
を
維
持
す
る 

に
足
技
る
.か

足

り

な

い

程

度

の

：賃

銀

で

.滿
：足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な.い
0
從
つ
て
俗
業
象
の
利
潤
は
そ
れ
だ
け
大
き
く
な
る
P

1

方
に
於 

い
'て
、
勞
働
者
は
.そ
0.
需
要
|:
:
最
©
必

：要

に

ま

で

限

定

し

な

け

れ

ば

な

^
な

く

な

..る

に

戾

 

資
本
家
は
钜
產
カ
の
增
進 

か
ら
ひ
と
ヵ
利
益
を
享
け
る
こ
と
に
な
を:0
.勞
働
者
は
經
濟
的
進
步
に
ょ0
て
毫
も
利
益
を
享
け
て
ゐ
な
い0
;そ
の
報
酬
が
燴
大
せ
ぬ 

限
及
、
'坐
產
の
增
大
、
産
業
の
繁
榮
は
彼
等
に
：と
っ
そ
問
題
.で
は
な
い
o
.藍
し
勞
働
者
の
隸
屬
的
狀
態
及
び
相
互
間
の.競
筚
に
ょ
っ
て
、 

そ
の
.賃
銀
ば
旣
述
の
如<
最
低
必
嬰
限
度
に
ま
で
局
限
さ.れ

：て

し

ま

ふ
_

ぜ
あ
る
。
斯
く
勞
働
賢
に
極
办
て
僅
少
な
賃
銀
を
支
拂
ふ

シ
ス
：
モ
？
^

デ
ィ
の
葸
想
過
：程

に

づ

い

.て
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シv

5

>

¥

o

録

過

程

：s
.

い
で
：
 

六
八
.

(

三
五
四)

と
v>
ふ
^

^
に
ょ
•つ
て
、
多

:<
:
.の
ー
產
業
家
は
：
そ

の

^
產

を
|
2け

：る

こ

厶

が

出

來

>

且

つ

利

湓.を

；ヶ

る

：
な

と

.

.が

，で

き

る

.。
，
こ

ひ

利

益

は

流
 

ぬ

勞

働

者

の

ー

犠

牲

に

ょ

つ

て

實

現

1.
得
る
性
質
の
.も
4
.で

於

る0

^
 

,

-■:
-次
に
勞
働
の
.增
加
が
_;ぁ
る
。
勞

馨
.は
資
本
家
.に
：從

屬

ず

る
::
°
:

そ
の
結
果
と
し
セ
生̂

す
る
な
と
は
単
に«

_
の
^
で

と
^.
ふ

事

實
 

o
み
で
味
な
：5
:。
：ヾ更
に
勞
働
者
、-
:層

：
ー
：
般

的

に

表

本
家
は
最
少
の
'費
用
を
以
で
：最
大
：の
生
震
を
ぁ
げ
石
た
め
迄
.、
努
働
者
に
對
す
る
報
酬
を
減
承
る0
み
で
滿
足
.せ
ず
、
僅
少
な
報
酬

を
谈
て
：、.：長
時
間
の
勞
働
に
顧
せ
し
め
、
：：又
女
子
供
の
勞
働
を
も
こ
.れ

に

附

け

加

べ

ょ

ぅ

，
と

ず

る

。
福

は

勞

働

遨

の
ft
事

：
の

大

郜

分

を

奪

つ

*

し
ま
，ふ
。
ハ®:
^
勞
働
潜
の
隹
產
ヵ
は：

大
い
に
增
抓
す
.る
，
併
し
^

ら
、
そ
れ
だ
け
勞
働
者
に
閑 

_

が
で
き
る
と
考
ぺ
る
な
ら
ば
、
そ.れ
i

か
に
誤
0
で

ぁ

る
,°
.«
實
ば
芷
1>
く
反
對
で
ぁ
る
。
資
本
家
と
勞
働
者
が
分
離
し
た
今
日 

P

ば
、C
勞
働
容
は
資
本
家
の
：要
求
に
從
は
：ね
ば
な
^2

が
ら
、
：
勞
麗
間
は
縮
少
さ
れ
名
所
か
、
却O':

て
延
長
さ
れ
る
の.で
ぁ
る
。：

.

.

挺
に
勞
働
時
間
が
延
長
さ
れ
る.ば
扒
り
で
：な
.<
、
子
供
及
び
女
承̂

勞
働
が
用
ひ
ら
れ
る
樣
に_な
る
。'機
械
を
運
轉
す
る
に
は
大
し.
 

た
力
は
必
要
で
な
い
。'だ
か
ら
生
產
費
引
下
げ

Q

た
め
、

.資
本
家
は
雨
者
を
雇
傭
す
る
。
，
此
等
に
對
す
る
賃
銀
は
少
額
で
ぁ
る

.か
ら
で

あ
る
'0.

.
: 
V
 

-

•'
;
■'
,

:_ 

'

':
•

>

;

';
'
:
:
:'
.

':
■
' 

V .■■:

.

:

.

•
.

.

.

:. 

, 

,

.

y

v

斯
く
し
.て
：
勞
働
者
の
'家
族
の
金
員
が
非
常
に
；
.長
時
間
工
場
に
於.い
て
：勞
働
に
從
は
さ
れ
る
こi
に
な
る
y
然
し
そ
の
收
人
は
毫
も
：
 

增
加
し
な
い
、.依
然
と
し
.て
最
低
必
要
限
度
に.局
限
.さ
れ
る
CD
, 

p

ぁ
る
.:
0
勞
_
罾

の

家

族

：
の

勞

働

の

：
增
加
ゆ
一
ぃ
國
の
,
坐

塵

を

增

加

せ

し 

め
る
こ
と
.は
、
シ
ス
f

v
テ
ィ
も
之
を
認
め
て
ゐ.る
9
;然
し
勞
働
者
は
そ
：の
こ
と
か
ら
何
等
の
刺
益
も
享
け
得
な
い
。
そ
れ
所
か
勞
働

者
の
..狀
態
は
益
声
苦
し
> 
も
の
に
な
る
。
勞
働
者
の
闲
窮
は
富
紫
の.奢
停
に
對
し
揮
々
の
新
た
な
，る
享
樂
と
新
た
な
る
逸
樂
と
を
^
皿
ハ 

す
る
に
役
立
つ
の
み
で
あ
る
。
然
し'&
れ
も
一
時
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い0
過
剩
生
產
の
結
果
と
し
て
資
本
家
自
势
破
滅
に
瀕
す
る
0 

從
つ
て
勞
.働
胬
の
«

#
は
益
々
悪
化
し
、' ^
業
す
る
も
の
が
多
數
ゼ
土
る
：の
で.あ
る
。
兹
に
相
對
的
過
剩
人
ロ
の
發
生
が
考
へ
ら
k
る
。

I 

.

.

八

：

爛
械
の
採
用
に
及
る
勞
働
者
の
廢
除
が
述_べ
ら
れ
.る
0
生
產
費
を
引
聋
下
げ
る
た
め
に
、
：資
本
家
は
.勞

働

者

の

報

酬

を

最

低

必

.要
の 

阪
度
に
ま
で
減
じ
且
つ
勞
働
時
間
を
延
長
ず
る
？
然
し
彼
等
は
こ
れ
光
け
で
，は
決
し
て
滿
足
し
な
い
。
更
に
進
ん
で
彼
等
は
人
間
の
.勞 

働
を
節
約
せ
ん
^
し

、
，
そ

れ

を

無

用

の

.も
の
'た
ら
し
め
ん
と
す
る0
彼
等
は
そ
の
仕
事
を
機
械
に
ょ
つ
て
な
す
こ
と
に
ょ
り
、
勞
働
者 

を
解
谓
し
ょ
ぅ
と
す
る
。
そ
の
結
果
、
勞
働
者0地
位
は
.益
々
不
安
な
も
の
に
な
り
、明
日
の
保
證
を
繫
は
れ
て
し.ま
ふ
。

.

發

朋

は
. #
費
の
欲
望
を
未
だ
滿
足
：せ
し
め
ヤ
な
い
様
な
生
產
を
促
進
す
る
場
合
に
眼
り
大
き
な

.幸
福
の
源
泉
と
な.り
得
る
。
そ
<d
*b
% 

合
に
は
勞
働
者
の
數
は
減
少
し
な
い
。
而
し
て
新
し
い
機
械
的
改
善
に
ょ
つ
て
需
要
の
增
加
す
る
に
つ
れ
、
換
言
す
れ
ば
販
路
の
擴
大 

す
る
"に
_つ
れ
て
必
摩
と
な
る1

廣
大
き
な
分
量
の
商
品
を
生
產
す
る
こ
と
が
で
き
る
o
之
に
反
し
て
生
產
が
す
で
に
消
費
に
對
し
充
分 

圮
り
て
ゐ
.る
場
合
に
は
、
事
情
が
異
つ
て
來
み0
,こ
0
.場
合
に
は
機
械
が
勞
働
者
の
勞
働
に
代
置
さ
れ
る
か
ら
、

,後

者

は

無

用

の

，
も

0 

.

と

な

；
る

。
.：資

本

家

は- #
働

者
-.
$
:解

雇
.す

る

。' «
く

し
'て

發

明

は

國

：民

的

不

幸

(

，ミ&
8
1
: 

n
a
t
i
o
n
a
l
)

と
な
る
，
資
本
家
は
成
程
商
品£> 

生
產
I

: #
下
せ
し
.め
得
る
0
,:«
つ
て
ヤ
|

.
い
價
將
で〗

そ
#

を
1

質
す
.る
こ
と
が
出
來
る
タ.そ
れ
敌
に
消
費
者
の
拿
樂
は
增
大
す
る.
 

で
_

' ^

ぅ
<
然
も
論
屑
は
坐
產
售'泰
に
偏
る
か
も
、̂

_

隹

激

は

破

滅

杧

顏

す

る

か

>
:
.
又

於

調

益

; 5
:

贫

ふ

に

至

る
.''
0

r
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ザ
5

ン
.デ
ィ
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通
_

咚
つ
：い

芦
^̂ 

( 

六
九
.
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..
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
の

.

思
想
過
：程
一§

いて

 

七
0

(

三
3£
六)

過

剩

生

產

Q

間

題H
就

；：

い
'て
：は•，
•
'
シろ

，モ

シデ
ィ
は
，旣
..P
セ
イ
及
リ
.カ
ナ
ド
十
に
反
對
し
.て

、
：企

業

者

や

固

定

資

本

が

產

業

の

一

部

門
 

，
か
&

他
の
部
門
に
移
る
こ̂

<0
'
'困
難
を
論
じ
た
。
：
彼
れ
は
勞
働
者
に
關
し
て
も
、
同
樣
の
闲
難
が
存
す
る
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
。

1

つ
.
 

の
職
業U
は
長
期
間
の
修
練
が
必
要
で
あ
る
。
•故
に
他
の
產
業
に#

つ
て
新
し
.い
修
業
を
す
る
ょ.り
は
、
勞
働
者
は
寧
ろ
.低
賃
銀
で
長 

時

間

勞

働

す

る

：方

を

選
.ぶ

で

あ

ら

ぅ

。
競#

は

失

業

勞

働

者

の

間

：に

於

い

て

1
.層

恐

る

：べ

き
>

の
と
な
り
、
而
し
て
.又
そ
れ
は
す
で
に 

.悲
慘
な
る
勞
働
者
の
運
命
を
一餍
惡
化
さ
せ
る
に

.
至
る
。

し
种
び
均
衡
が
囘
復
さ
れ
る

で
あ

ら

ぅ

が
、
そ

の
均
衡
こ

そ
勞g

#

の

一
 

部
が
.困
窮
杧
椹
へ
か
ね
て
死
滅
す
る
か
ら
で
あ
る
。
.
 

'
 

へ

グ

ス
モ
ン
デ
ィ
は
こ
办
機

_

に
ょ
る
苦
馏
を
過
渡
的
な
も
の
と
做
す
說
を
否
定
す
.

る
0

こ
.の
過
渡
的
狀
態
こ
そ
は
正
に
無
限
に
存
續

せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
機
械
的
方
法
が
絕
ぇ
ず
新
た
に
せ
ら
れ
行
く
資
本
主
義
組
織
で
は
、
こ
れ
が
芷
常
な
狀
態
で
あ
る
と
い
ふ
。

- 

• 

• 

.

.

.

. 

• 

. 

.

.

.

:

勞
働
者
の
苦
惱
に
關
す
る
種
々
の
主
題
に
關し
て

シ

ス

モ
ン
デ
ィ
が
な
し
た
分
祈
は
、
更
に
彼
れ
を
ょ
り
大
き
な
綜
合
即
ち
新
た
な 

る
勞
働
條
件
.の
|結
果
た
る
社
會
組
織
の
概
括
に
ま
で_

い
て
ゐ
る
。
昔
の
產
業
に
於
い
て
は
、
親
方
と
そ
の
使
用
人
の
狀
態
の
差
別
は 

さ
し
て
.大

き

な

も
.0
で

は

な

か

つ

た

。

今

，
日

で

は

之

.に
反
し
.て
資
本
家
と
勞
働
者
の
間
に
は
深
い
溝
が
生
じ
た
0

而
し
て
こ
の
溝
は1
 

日
々
々
と
深
く
且
つ
大
き
べ
な
り
つ
、
あ
る
。

.

'
近
代
の
勞
働
请
に
と
つ.て
、
■そ
：の.生
活
を
肉
上
し
、
そ
の
狀
態
を
改
善
せ
ん
と
す
る
希
望
は
存
し
得
な
い
。
生
産
の
手
段
を
獲
得
せ

— 

-
-
.
*
• 

I 

• 

.

.

.

. 

•

. 

• 

•
.

ん
と
す
る
に
は
巨
大
，な
資
本
が
必
要
で
ぁ
る
0
勞
働
者
が
そ
の
所
有
者
と
な0
得
な
ぃ
こ
と
は
勿
論
で
ぁ
る0
生
き
ん
が
衣
め
ヒ
は
、 

坐
產
手
段
の
所
有
者
に
傭
は
れ
る
こ.と
が
是
非
必
要
で
あ:^
、
故
に
資
本
冢
に
よ
っ
て
與
へ
ら
れ
る
低
賃
銀
で
滿
足
し
な
け
れ
ば
な
ら

-

相
續
く
發
明
が
勞
働
者
に
代
ふ
る
に
機
械
を
以
てし
、
彼
等
か
ら
生
計
の
手
段
を奪
つ
て
し
ま
ふ
。
彼
等
は
職
を
見
出
す
こ
と
そ
れ 

自
體
を
幸
福
^
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
ある
。
か
く
の
如
く
し
て
パ
新
し
い
丄̂
の
社
會
階
級
：が
權
成
され
る
の
.で
：あ

る

が

、
そ
の 

階

級

0
.
運

命

は

極

.め

て

悲

慘

で

あ

り

^

何

等

0財
產
を
も
繼
承
し
な
い
も
の

(

で
省
る
。

「

ブ
ロ
レ
タ
*9 

本
的
變
革
で
あ
る
。
そ
の
名
は
ロ
ー
マ
人
か
ら
借
り
た
も
の
で
極
め
て
古
い
が
、
そ
の
存
莅
は
全
く
新
し
い

」

。

’

ブ
へST

レ
.

タ
リ
ヤ
は
勞
働
力
以
外
の
：他

Q

資
力
を
金
く
所
有
し
な
い'0
彼
れ
こ
.そ
生
.產
に
於
け
る1

切
の
勞
働
を
負
檐
し
、
全
社
會
人 

を
し
て
生
活
す
る
を
得
し
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
自
ら
は

殆
ど
生
活
す
る
に
足
り
ぬ
樺
の
；も
の
し
か
收
受
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
換
言 

す
れ
ば
、
彼
れ
は
そ.の
手
か
ら
1
切
の
富
を
創
造
す
る
が
、
そ
の
富
に
參
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

「

恐
る
ベ
き
現
實
が
突
然
人
々
を 

惱
ま
す
に
S

る
0
.'
其
は
困
窮
.の
出
現
：で
あ
り
、
そ
の
恐
る
べ
き
擴
大
で
；あ
る

」

0

,
プ
：

a

レ
，タ
リ
ヤ
階
級
は
恒
に
益
々
：闲
窮
に
苦
し
め
ら
れ
る
に
反
し
、
資
本
家
階
級
は
い
ょ

.
^
.富
裕
の
度
を
增
大
す
る
。
へ
ギ
ル
ド
組 

織
ド
で
は
、
生
產
物
は
ー
團0 ,
:
小
命
業
家
に
分
配
さ
れ
て
ゐ
た0
彼
等
の
利
錄
は
そ
れ
程
大
き
な
も.の
で
は
な
か
つ
：た
が
、
'
幸
福
な
獨 

立
の
中
に
生
活
し
て
ゐ
た
。
と
こ
ろ
が
大
規
模
生
產
の
發
展
と
共
に
、
是
等
の
小
企
業
家
は
强
カ
な
競
爭
相
手
に
打
ち
勝
つ
こ
と
が
で 

き
な
く
な
1)
-
、
獨
立
を
斷
念
す
る
の
餘
儀
な
き
に
至
る0
そ
し
て
彼
等
は
ブ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
の
列
に
加
は
る
の
で
ぁ
る
。
斯
く
し
て
中
間 

階

級

：は

姿

を

消
1>
て

し

ま

ひ

、
資

本

家

と

プ

ロ

：
レ

ク

9
ヤ
と
の
對
立
が
明
瞭
な
事
實
と
な
つ
て
現
れ.る
：。
：
又

資

本

家

相

瓦

間

の

競

筚

も

激 

烈
で
：あ
り
、
最
も
資
力
あ
る
者
が
存
續
し
、
他
の
，者
は
こ
れ
亦
ブ
ロ
レ
タ
；リ
ヤ

'
_に
轉
化
す
る
0
資
本
家
の
數
は
益
々
減
少1:
る
が
、
之

シ
、
ス
；
モ

ン

ゝ

デ

ィ

の

思

想

過

：程

5

い
；
て
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s

£

o

-

ゼ
對
應
1>
,て
.そ
0
窟
麻
姐
瘅
に
增
大
す
汽«
械
:0
改
善
^
^
る
坐
產
ヵ 

.勞
,

m對
す
诔
價
格
は
停
滯
的
で
^
る
、
'否
、
、低
下̂
傾
向
漳
へ'

:プ
.：ザ
レ
夕
リ
ャ
の
賃
鈒
ょ
り.：の
收
奪
に
外
啟
ら
な
い
わ.で
ぁ
，る
::
0

そ
.ぬ
；̂

は
異
常
な
る
.富
裕
©
實

現

で

あ

^

、

金

權

貴

族

政

治

の

實

親
I

:
る
。
.
' 

-■ 

\

 

. 

“

履

"

^

極
端
原
名
當
裕
士
極
端
每
名
貧
闲̂
對
立
’
瀹
對
的
服
從
^
限
飞
な
き
榷
^
の
並
存
ゾ
て
昔 

:も
0
で
.ぁ
‘る
;0
で
の
.ー.
1
'つ
(0
階
級
一
-
-少
數
：.の
强
カ
な
隻
本
家̂

プ
«
,レ
；タ
リ

「

：ャ
：
大

衆.

^
の
，盟

#

胤

：の

要.'
©
が
#
分

；
に

含

有

タ

楚
^

る
:0
.彼

れ

に

ょ

れ

ば
^

間
階
:^
の
栉
在
は
旣
#

の
跌
序
維
持
の
最
も
强
き
保
證
で
ぁ
：る
。
そ
の
#

在
^

は
れ
.てh

冷

'。v

:

. e

 

/

:

:

:

:

.へ
ぐ 

'
:

:

.斯
く
の
.如v

資
本
制
坐
產
に
於
ける
矛
盾
を
刹
斷
し
灰ぞ
ろ
モ
ツ
デ
ィ
は
こ̂

係
妃
於
い
：て
次
©
や
ぅ
に
述
べ
て
ゐ

る
で

；
.
；：”

ズ
^

:
:
!
:
縣

は

：機

械;<
2
>
:潑
見
、
次
明
の
進
步
粑«
對
す
.る
も
0
.で
は
夺
い
;,
<
>私
はP

由
谶
爭
.の
も
と
に
於
；

S

て
勞
働
者
に
何
等
の
保
證
も
與
ベ 

食
い
現
行
.社
會
龃
織
に
反
對
す
名.。：

っ
：•
•吾
.々
b

自
は
社
言
こ
の
新
し
い
組
織
、

J

般

的

备

級

實
社
會
以
外
.の
存
在
-を
認
め
な
.如
の
で
ぁ
る
。
人
は
先
行
社
會
組
織
必
害
惡
を
葬
に
示
す
こ
と
に

^

つ
て
、
私
の
不
合
理
を
說
き
得
る 

と
信
じ
て
ゐ
.る
。
事
實
上
吾
々
は
現
實
社#
に
劣
る
や
う
な
ニ
三
の
社.#
制
度
を
經
て
來
た
。
然
し
こ
の
.や
う
な
制
度
の
も

と

に

於
い

そ
潘
だ
し
い
舍
痛
を
う

け
： .

て
來
た
後
、
令
日
.

の

社

會

に

难

ん

：だ

：
か

ら

と

'

言

つ

：
.て、
現
在
O'
社
食
@
|
|、
鹿

傭

制

度

が

东

當

.で

あ
る
と
.

は
論 

結
出
來
ぬ
.タ
奴
隸
制
度
、
封
建
制
度
、
ギ
ル>
制
度
の
有
ヵ
ヤ
.あ
つ
衣
時
代
に
は
、
如
何
な
る
制
度
が
こ
れ
に
：つ
^
く

か

は

、
へ

知

る

こ

と 

が
出
來
な
か
0
た

,0
乃
ち
現
存
組
織
の
改
良
は
不
可
能
で
あ
り
，
.ま

'た

笑

ふ

べ

き

こ

と

の

や
う
に

思
は
れ
た
で
あ
ら
う
。

吾

々
が

奴
隸

. 

,

P

.

I

■ 

• 

 ̂

; 

: 

■

.
 

-

時
代
を
野
蠻
視
す
る
と
同
糠
に
、
.新
時
代
の
も
の
は
吾
々
が
勞
働
階
級
ビ
何
等
め
保
證
も
與
べ
な
か
つ
た
こ
と
を
以
て
丨
菩
友
を
野
蠻 

親
す
る
時
代
が
:»
如
に
來
る
.で
：あ
ら
う
。'
:
,
;
吾
々
は
經
濟
擧
者
を
し.て
自
己
，の
科
學
：の
今
日
の
誤
つ
た
道
を
迎
り
來
つ
た
こ
と
を
知

も
义
め
や
;^
.と
欲
す
る
も
の
で
あ„冬

。
，
然

し

竿
_ら

著

：
々
：

'は

彼

：等

に

在

し
^'
道
を
指
示
す
る
.だ
け
の
自
信
を
持
於
な
い0
.
社

會

の

現

實

組

• 

. 

.
、
.

：

織
を
迦
解
す
る
名
と
：社
出̂
^
:る
限
り
0
精
神
的
努
カ
を
必
要
と.す
る
'9
現
*

を
.理
解
ず
.る
.こ
と
に
さ
べ
こ
の
や
う
な
困
難
が
あ
る
の 

に
:-
'
未

だ

現

れ

な

：
い

組

織

を

意

識

：し

> 
將
來
#

洞
察
す
る
こ
と
が_
に
出
來
％
で
あ
ら
う
か
。
：こ
の
故
：に
吾
々
は
は
先
づ
現
在
社
會
の 

分
«

を

遂

行

し

ょ

之

す

；
る

^
0
,で

あ

る

：

」
(

註
1)

と
0

.

■註

1.': 

^
o
d
^
p
^
H

 

4
4
3
-
4
4
9，
' .'..

.
"
.
.
'
へ.
'

'
.ン
思
：ふ

杧

％

ネ

啤

：ツ

¥

说
の
著
書
め
主
要
為
關
心
は
そ
め
噙
時̂光 ̂

る
;&
と
で
浪
な
か
つ
た0
パ
そ
の 

.點

せ

は

多

く

の

：册

刺

者

杞

4
づ

：：て.指

摘

さ

れ

て
^

る

通
:̂
,
充

吩

：に

滿

浞
^

は

な

か

：つ

龙

の

：；
で
：
あ

る

。

.彼

れ

：
の

分

析

は

.屢

々

外

面

的

で

あ
0

*

純
ヤ
あ
め
た
。.
.彼
れ
の
功
續
：は
寧
ろ
當
時
安
配
的
：で
あ
々
た
芷
統
派
經
.濟
學
が
看
過
せ
：ん
.と
:1
.
た
事
實
是
浮
脅
出
さ
う
と
：し
龙

.

.

.

.

.

. 

. 

:...
...
.

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

多

つ

允

け

嫌

扒

は
^

ダ
ル
ゎ
反
面
炎
斷
序̂

^
ズ
示
し
^

タ
ス
モ
&

ァ
.ィ
：に
於
：ぃ
ズ
^

*

早
や
利
害
の
自
然
的
調
和
を
物 

v

t

i

は
到
底
木
.可
能
で
あ
る
.。
.：
ま

た

生

摩

の

發

展

に

隱

.さ
れ
た
悲
慘
^

1
痛
を
忘
れ
た
.り
-'
>
歡

を

過

渡

的

な

現

象

と

み

た

り

、
財

. 

.
■ 

r 

.. 

.. 

. 

. 

.

.

.
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シ
.ス
モ
ン
デ
ト
の
思
想
過
程
に
っ
ぃ
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シ
ス
モ
：ン
ブ
ィ
の
源
想.過
程
，に
.っ
ぃ
1 

'
七
四
.

c
n
H、o
ソ

產

、
所

得̂-
不

：平

等

な

分

配

が

經

濟

社

會

に

於

い

：
亡

猶

ず

る

.役
割
り
|:
.忘
れ
た
り
す
る
'こ
.と
.も
不
可
能
.で
あ
る
0 

.一
 

き

で

ぃ

べ

.
ぱ

經

濟
 

的
變
化
の
社
會
的
歸
結
を
；忘
れ
る
こ̂
は
最
早
や
.不
可
能
.で
あ
る
0
斯
く
て
彼
れ
は
社
會
經
濟
政
策
を
說.い

た
-0
^
'し
へ
：

..
■
,
先
づ
彼
れ
は
隹
產
に
對
し
ノ
個
人
の
，ィ$

ィ
ヴ
に
'對

士 

9

0制
限
を
付
し
て
そ’の
弊
害
を
矯
JE
し
よ
ぅ
A
す
る
々
か
^

彼
れ
は
：干
渉
主
義
者̂
な
っ
.た
。：

彼
^

に
よ
れ
ば
*
國

家

の

活

動

：は

第

ニ

に

生

產

0
.獎
働
を
制
限
し
、
發
明
の'急

速

：な

增

加

を
差
•控
へ 

さ

せ

る.こ
•と

，で

あ

る
0
:
:彼
れ
は
昔
の
ギ
'ル
.ゼ
や
华
家
長
的
小
規
模
生
產
に
密
か
な
同
懷
を
寄
せ
て
ゐ
る
：

0
其
等
は
坐
產
：の
利
益
に
反
す 

る

も

.
の

と

し

て
非

難

はし
て

，
ゐ

，
る

が

、

彼
れ
.は
術
.ほ
且
つ
競
争
の
弊
害

fc
對
し
て
一
つ
の
制
限
を
設
く
る
こ
と
の
敎
訓
を
其
處
に
學
び 

と

ね

得

な

、
い
：
だ

&

ぅ
か
と
自
問
し
て
ゐ
る

0
.
.

て 

ン

ま
た
大
規
橄
坐
：產
に
よ
る
勞
働
階
級
の
食
困
化
を
み
た
シ
ス
モ
.ン
..デ
ィ
は
小H

業
及
び
小
農
業
の.建
設
を
說
い
て
ゐ
る
。
■彼
れ
は
エ 

業
に
.あ
っ
て
は
獨
究
職
人
の.出
現
を
望
み
、
：農
業
に
於
い.て
：.は
、
家
長
所
有
即
ち
有
產
的
農
民
の
增
加
に■歸
ヘ
る
こ
と
.を
®

し
た
。 

「

私
は
都
會
の
±
業

で一

人
ー
の
雇
主
の
も
と
に
幾
百
幾
千
の
勞
働
者
達
.が

命

令

さ

れ

；
て

集

ま

：
る

0
で
ゆ
な
し
に
、
田̂

の
X-
業

：.に

於

け

る 

や
ぅ
に
多
激
'0
獨
主
エ
：場
主
達
に
よ
っ
て
分
布
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。
製
造
エ
業
の
財
產
は
幾
千
ん
を
褪
ふ
ー
人
の
.靡
主
の
手
中
に
收 

め
^
れ

る

の

：
で
；
は

な

く

て

、
：

,多
數
の
：中
位
の
資
本
象
達
に
よ
つ
て
分
布
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
し

(

鼓
ご
と
0
ノ 

註 I 

K
.
O
C
S
C
X

:'
;
そ
し
て
彼
れ
は
職
業
上
0
保
證
を
說
い
た
0
へI

「

改
良
の*
行
と
し
て私
は
立
法
の
徐々
た
る
且
っ
.間
接
的
な
る手
段
を
要
求
す 

る
.。
雇
主
と
勞
働
者
と
め
間
に
完
全
な
公
茁

を
要
求
し
、
雇
：主
は
勞
働
者
に
蒙
ら
し

.め
て
禍
害.に
.つ
い
て
は
全
責
任
を
負

4

こ
と
を
.要

长V

る
。
私
呔
法
律
に
よ
つ
て
遺
產
の^•
中
で
は
な
く
て
分
散
を
常
に
獎
働
す
る
こ:^
を
要
浓
す
る
。
法
律
は
雇
主
が
勞
働
者
と
密
接 

に

結

び

つ

；
き

、
，
勞

働

者

を

1
.瞥

長

期

間

に

一

旦

■つ
て
扉
用
し
、
事
業
の'利
益
.に
參
加
せ
し
め
る
こ
：と
よ
つ
て
*
主
に
金
錢
上
及
び
政
治
上 

の
利
益
を
見
出
さ
し
む
べ
き
で'あ
る
。
さ
う
す
れ
ば
個
人
的
利
益
は
よ
く
指
導
さ
れ
、
，
そ

れ

が

社
- #
に
與
へ
る
害
惡
は#
餘
せ
'ら
れ
る 

e
あ
ら
う
。
そ
こ
で
工
業
主
は
勞
働
者
の
地
位
を
改
善
し
、
所
有
と
節
納
と
に
對
ず

.る
勞
働
者
の
，興
味
を
喚
起
す
る
や
う
に
、
換
言
す
-
 

b

ば
、.勞
働
者
を
人
間
•
市
民
た
る
や
う
に
努
力
す
る
で
あ
ら
う-1

(

钱

0
と
0 

:

•

.

.註1

.

sismondi, op,cit, p
，
366...

G
i
d
e

 et Rl’st. sstoire 

d
§
i
n
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屢n
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i
q
u
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,

. 

1
0
'
:

以
上
がr

經
.濟
學
新
原
理」

を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
た
：シ
ス
モ
ン
デ
ィ
の
經
濟
理
論
と
こ
の
.理
論
の
結
實
た
る「

社
會
經
濟J

論
の
大 

要
で
あ
る
。
彼
れ
は
發
展
し
て
行
く
資
本
制
生
產
の
社#
に
驚
く
べ
き
害
惡
を
み
た
。
重
ね
て
說
け
ば
.

「

人
間
力
を
增
加
す
る
機
械
の 

•

發
明
は
人
類
に
と
つ.て
恩
惠
：で
：あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
利
益
の
分
配
が
不
當
で
あ
る
な
ら
ば
、
却

.つ
_て
其
は
貧
者
に
對
す
る
禍
と
な‘る」 

(

註1
)

と

タ
ま
た「

企
業
家
の
利
潤
は
彼
れ
が
扉
傭
す
る
者
を
搾
取
し
た
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。

彼
れ
は
そ
の
，企
業
か
費
用
以
上
の
收
獲
を 

/

潇
ら
す
た
め
に
利
得
す
る
わ
で
は
な
く
、
そ
の
費
用
を
支
辨
し
な
い
た
め
に
、
換
言
す
れ
ば
勞
働
者
に
そ
の
勞
働
に
對
し
て
充
分
の

報 

f
a
.

へ
ま
い
た
め
に
利
得
す
る
の
：で
あ
る
。こ
.の
や
う
な
產
業
は1

つ
の
社
會
的
害
悪
で
あ
る
。
藍
し
勞
働
者
も
極
度
の
貧
®
に
陷 

れ
、
然
か
も
そ
の
指
導
潜
は
資
本
の
通
常
利
满
を
確
保
す
る
か
ら
で
あ
る

」
(

註
5

と
。
.

シ
ス
モ
ン
デ
ィ
の
思
想
過
程
に
つ
い
で 

七
^

(

三
六

一〕
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シ
：：斯
4

彼
れ
_

經
營
の
破
壊
、■

人
o
の
_

沙r
,

冲
間
階
_

沒
落
、
勞
慟
大
衆
の
貴闺
泚
、
.機
械
に
ょ
る
勞
働者
の
驅P

、

,
 

_

v

.
信

用

淑

度

篇

險

、
；社
看
的
對
立S

■

灌

.
'震

等

の

•現
象
を霞

し

、
屢

的
^

に
對
し
.て

辛

着

深

刻
1

惑

蓋

i

-

さ
う
し
て
こ
I

馨

骚

じ

た

や

う
|

#

の
|

政
I

I

®

し
|
;

「

|

經

濟
擧」

”
に
■

む
た
。
ム

，
.
' ふ 

 ̂
へ
.
'
:
,:.
'
.
.
•
イ

.：

$

に
I

f
 M

ァ
9

の

恐

慌

論

廛

に

は
f

の
不
備
、.疑
點
が
あ
る
。
例
へ
ば
彼
れ
は
商
品
の
價
値
を
三
つ
の
機
構
德
分
即 

ち
勞
隹
禾
纪
及
び
ん
代
に
分
ち
こ
れ
を
以
て
社

#

の
三
階
級
の
所
得
を
構
成
す
る
と
見
做
し
て
ゐ
る
。
從
つ
て
彼
れ
は
第
四
の
構 

成
部
分
f

 

■

、
射

遺

S

と
し
て
支
■

れ
.
■

本
部
分
を
全
く
認
め
て
ゐ
な
；いo
'こ

の

；
や

う

な

所

論

か

ら

す

5

、
擴
大
W 

坐
產
I

ろ
か
單
純
置
產
す
ら
も
說
く
こ
と
が
出
来
な
い

o

然
し
蕾
今
一
シ
ス
モ
ン
.デ
ィ
理
論
の
批
判
を
し
ょ
う
と
す
る
の
で
は
な 

い

ブ

猶
れ
の
蓊
が
如
何I

過

程

美

て

：S

レ
た
.か

を

明

衮 

既
に
後
年
究
明
さ
れ
た
や
う
に-

5

.ン
：デ

ィ

の

卷

論

谨

爾

に
I

 

を
興
^

|

政
策
論
|

ぃ
？

と
に
|

。
こ
1

味
_

ぃ
て
ァ
，フ
タ1
ォ

シ

今
^

の
恐
慌
、
：勞
働
者•
農
民
人
口
の
法
則f

研
究
す
：る
場
合
に
問
題
な
の.

|

が
シ
ス
モ
ン
：デ
イ
を
導
い
た
倫
理
的
顧
春
あ
っ
た

」

デ
ィ
の
.

獨
創
他
.

は「

社
會
經
濟
學」

の
硏
究
を
始
め
た.

點
.

に
在
る」

(

驻
5

と
い
ふ
.

の
も
當
を
得
て
ゐ
る
。

...ト 

I
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e
 des 

d
8
a
n 
货
s-o

n
o
m
l
q
u
e
'
p
.
s
l

.0
!1!

屋

敎

授

邦
 

_

.J
b
卷
ニ 
九

八

頁 

.
さ
’

ず

る

：
と

：シ
、
ス

.モ
シ
菸
ィ
の
患
想
過
程
に
つ
い
て
如
何
な
る
判
斷
が
下
さ
る
べ
”き
か
0
通
說
に
ょ
る
と
' :
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
は

「

經 

濟
學
新
原
现 

ー
&

⑽
に
お
い
て
は
全
く
正
統
學
派
のc
ft
で
あ
づ
た
。
そ
し
て
この
こ

と

は
彼
れ
自
身
.の
最
も
明
瞭
に
認
め
る
と
こ
ろ 

で
あ
つ
た
.9
'即
ち
^
商
_

富
ぱ
つ
'い
¥
.

」

：の
表
題
下
に
は
ス.ミ
ス
<
國
富
論
J
o1

節
5:
-
引
用
、し
、#
た「

私
は
ス
.ミ
ス
0
學
說
を
最
.も
明 

瞭
に
說
明
夂
然
か
も
彼
れ
の
思
想
に1
#)
么
も
加
<>
取

か

つ

た

こ

と

を

誇

り

ど

ず

を

麻--)

と
言
つ
て
ゐ
.る
。
'こ
»
^
^
^
^
^

亿
.
0
て̂」

.

書̂
：い
て
か
ら
殆
ど
十
艽
年
間
以
上
を
歷
史«>
硏

究

：に

私

頭

し

、
.
%
.
の

間

い

ょ

い

'0
:
'
:觀

察

片

ょ

る

現

實

的

方

法

の

#'
要

を 

認

め

た-;
0

彼

佳

產

業

革

命
#
同

時

；
に

起

り

つ
\
:あ
.づ

：
た

經

濟*
の
現
實
的
變
化
に
深
ぐ
着
目.|>
た
顏
ー
0
。

'特
に
彼
れ
は
-
八1

〇 

f

.び
ー
'九
年
に
歐
洲
を
襲0
た
恐
慌
、
そ
へ
の
た
め
に
生
じ
だ
忠
場
勞
働
者
の
困
苦
ぬ
ょ
つ
て
强
く
動
か
さ
れ
た
。
彼
れ
自
身
英
吉
利 

化
於
け
為
見
聞
を
次
の
如
乂
述
べ
ズ
ゐ
る
？
：へ
-:
V
: 

V

P

; 

:

:

-
■
.-〔

'

:4
'

^

^

#界
の
他
0
國
^
を
敎
育
す
.る

た

め

匕

偉

大

：
な

：る

經

驗

を

經

た

や

ヶ

，
に

思

は

れ

る

乙

(?
>
:歡

異

す

；
べ
*

國
英
吉
利
に
於
い
て
、
生

.

ノ 

，
 
.
 

- 

. 

. 
;
 

.

產
は
增
大
す
る

が

、
，，
炝

樂

は

却

つ

て

.

減
少
す
る

こ

ゑ

をみ
た
タ

^

の
、國
0
火
達
は
赞
學
者
も
呙
衆
も
、
：富
の
增
大
は
經
濟
學

Q

目
的
で
'
 

は

な

么)

萬

人

の

，
幸

細.$
:
興

べ
^
た

め
0
手

段

：
に
：す

ぎ

な

い

ヒ

と

^

^
心
れ
.て
ゐ
る
.や
ぅ
'に

恩

は.れ
る
：
0 :

私
^ '
こ
0
幸
福
を
す
べ
て
の
階 

級
解
求
.め
で
ゐ
^

-0
:そ
し
.
.て
こ
れ
^
何
處
に
求
む
べ
逢
か
を
知
ら
な
い0 
.事
實
上
英
吉
利
の
大
貴
族
は
他
の
す
べ
て
の
國
で
み
る
こ
と 

シ
ス
モ
.
ン

デ

メ

勿

遛

鲁

释

に

々

い

て

. 

七
：
セ

，
パ

o
t
s
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ス
モ
.ン
デ
ィ
の
悤
想
過
程̂.
つi

て 

へ

ノ

七

八

5
1
六
S

め
出
來
な
い
程
のf

奢

侈

蔬

達

左

ゐ

る」

S

一

續

ち 

:

祛

の

貴

族
I

い
で
：，
義

.彼
等
の
代
理
人
は
南
極
北
極
の
氷
に
挑
戰
丸
る
o
;然
か
も
取
引
所
に
集
；る
主
人
は
數
百
萬
の
金
I

由

に

すI

と

が

出

來

今
 

に
：

シ
，|

々
：
、
_

英
吉
利
商
人
に
|

が
提
供
す
べ
き
幸
福I

證
し
た
かo

1

る
だ
け
の
國
債
を
引
き
受
け
得
る
偉
大
な
る
財
產
が
こ
れ
ほ
ど
急
輝
に
崩
壞
す

.翁

は

な

い」

碧

)

〒

，

：
"

:

「

最
後
に
物
質
的
進
歩
がJ

f
 
I
:

つ
こ
S

S

英
吉
利
の
麗
は
同
時
に
現
在
の
安
易
と
將
來
：

|

塞
I

奪
れ
て
ゐ
る
。
田S

は
擎
や
農
民
が
ゐ
な
い0:

彼
等
は
.日
傭
人
夫

と

. 

な
つ
て
了
つ
て
ゐる
。一
都
市
に
は
殆
ど
最
早
や
ヱf

t

,
小
工
場
の
獨
立
絮親

方

も

な

い

。
：
た

圣

 

る」 (

璧

I

斯
く
て
彼
れ
は
こ
の
新
事
象
に
面
し
て
こ
れ
ま
で
S

論
を
變
.へ
f

 

濟
學
新
原
理」

を
著
し
た
と
い
4
の
，で
あ
'る
：？

'
:

:厂

.註
'-
-
*
:

.simondipopl. 

c^-
.
p
.
. 

X
I
X
-
X
X
.
」

：
.
;
,.

戟
ニ 

Ibid, p. XX.XXJ.

註
三
.Ibid》

p. 

v,vj.

.註
四 

Ibid, p.  

vj

註
五 

g

a.
;
, 
A 

,

■:
'■■
*
•

げ
れ
ど
も
前
述
し
た
通
り
シ
ス1

ァ
-ィ
.g

根
本
思
想
は
倫
理
思
想
を
織
り.込
ん
だ「

社
會
經
濟j

を
說
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。
さ
ぅ
す 

る
と
、

こ
の
思
想
は̂

ず
し
も「

經
濟
學
新
原
理」

以
後
に
は
じ
ま
る
も
：

Q

で
，は
.な
い
。
：
旣
に
吾：

々
は
彼
れ
の「

商
業 

於
い
て
、
こ
の
思
想
を
窺
ふ
こ
と.が
出
來
る
。
成
程
彼
れ
は
こ
の
書
に
於
ー
て
は
ス
ミ
ス
思
想
を
祖
述
す
る

'<
1
と
に
努
め
て
ゐ
る
。
そ
し 

て
#
^

質
易
論
を
說
皂
商
業
の
自_
を
主
張
し
.て
ゐ
.る
？「

商
業
が
自
由
'に
任
さ
る
れ
ば
、
資
本
ぬ
自
然
に
こ
れ
を
所
有
す
る
國
尻
に
と 

っV

最
も
#

利
な
方
向
に
向
っ
て
行
ぐ

J,c

難一
)。

「

商
業
に
對
し
て
要
來
す
る
昆
凼
は
事
實
上
政
府
が
そ
の
全
國
民
に
與
へ
得
る
最
大 

の
#
事
で
あ
•る
。
近
代
ョ
1

o'
ッ
パ
國
辟
の
產
業
的
發
展
を
とV
め
る
す
べ
で
の
障
害0
中
で
最
も
有
害
な
る
も
の
は
々
殆
ど
ず
べ
て 

の
立
法
者
の
愚
擧
か
ら
生
じ
て
ゐ
る0
彼
等
は
法
律
に
ょ
つ
て
動
く
も
の
で
は
な
い
と
こ
^

の
商
業
を
指
導
し
ょ
ぅ
と
す
る0
そ
し
て 

良
由
に
任
さ
れ
る
場
合
ぬ
は
何
等
の
努
力
な
ぐ
し
て
一
般
利
益
に
向
っ
て
行
く
個
人
の
利
益
の
バ
ラ
ン
ス
•を
自
分
の
手
で
保
持
し
ょ
ぅ 

と
す
る
し
c
tf
e
一a :
。
，'■
:

,

.

.

.強

'..sismondi,

b
e一

la. richesseoommercEe -tome. 

fc
a6
7.

:

註
ニ 

Ibid, 

p. 
i
e 

II; p. 

144. 

' 

。
ハ

：
:

然
も
彼
れ
は
本
書
中
に
於
い
て®

そ「

社
會
經
濟
L?
の
思
想
を
說
い
た
。
例
べ
ば
こ
の
書
の
序
文
で
.

「

經
濟
學
の
硏
究
は
人
及
び
人

 々

の
上(

に

建

設

さ

，
れ
.る
し
.
.
®
I
V

と
說
き
、
ニ
般
の
幸
福
を
主
張
し
た
？
後
年

「

經
濟
學
新
原
理」

で
，

「

疋
銃
學
派
は
物
の
た
め
に
人
を
犧 

牲
に
し
て
ゐ
る」

.
と
い
ふ
思
紙
は
旣
匕
早
ぐ
こ
の
書

§

中
に
現
攸
て
ゐ
^;
の
セ
あ
.る
々
特
に
見
逃
ず
こ
と
の
出
來
な
我
の
は
次
の
文
字 

で
あ
る
。-̂
—

「

併
レ
乍
&
斂
感
な
者
比
、
國
民
中
に
於.い
て
最
も
興
味
れ
忒
際
級
即
ち
ぞ
の
.勞
苦
の
成
果
に
ょ
っ
て
全
く
自
己
を
養
っ

シ
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彼

れ

の

處

女

作

？
^

カ
?<
に

於

け

る

農

業

略

圖

」

を

み

る

と

ど

ぅ

な

つ

て

ゐ

.
る

か

o:
彼
れ
は
ト
.ス
力
ン
に
於
け
る
小
農
耕
作
の 

狀
態
I

ト
レ
ス
ク
■

致
で
_

て

じ

て

彼

れ

f

放
大
農
よ
り
も
小
農
のf

の
優
f

說
い
た
。
彼
れ
にi
 

夬
農
業
は
小
農
業
よ
り
も
そ
の
純
生
產
に
於
い
て
は
勝
？

ゐ
る
が
、
：
總
坐
產
か
ら
み
る
と
、
小
農
業
が
迤
か
に
勝
れ
て
ゐ
る
。
總
生 

產
の
播
加
は
龙
な
る
人
口
 
■

含
と
が
出
來
る
か
ら
願
ば
し
：い

裏

で

：

I
:

と
い
ん
，

「

人
の
龜
業
者
藝
大
な
る
利
得 

は

:：
多
數
の
勞
働
者
及
び
農
民
の
芒
い
勞
銀
よ
りI

家

に

冬

て
/:S

有

利

备
 

重
要
な
改
良
を
妨
げ
るI

が

多

い

。
'
:
:
然

し

に

：

I

て
.土
地
の
總
生
®

養
ふ
i

が
出
來
る」

：(

s

:

vと
P
;斯
く
て
被
れ
は
極
力
小
農
經I;
の
有
利
を
,

た
？
後
^

_

的
づ
規
私
唐
の
思
想
は
旣
に
早
く
こ
の

「

トx

カ

ン

簾

げ

る

農

業

歡」

の
中
：に
示
：さ
れ
て
t

の
で
あ
る
^
^
^
^
^
^

:
:

,
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^

^
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^

:

斯
く
て
シ
ス
^

ン
ダ
ィ
の
粮
本
思
想
だ
：る

「

社
會
經
濟」

§

念
は
っ
邂
濟
學
新
原
ぎ
 

ス
力
. 

ン
の
農
業
略
侧
4
に
於
い
一
て
、
：
ま

た

「

裏

的

富

ぬ

っIV
て)J

y

善

て

倉

を

み

る

を

が

：出
來
る
の
で
各
る
。
さ
う
す
る
と
、
彼
れ
ま

「

經
濟
辜
新
原
理J

を
著
す
ま
で
]H
統
學
派
の
.使
徒
で
あ
つ
た
とみ
る
通
說
に
は
大
な
る
修.正
.が
加
べ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
：。
私
のみ
る
と 

こ
ろ
で
社
、
シ
ス
.モ
ン
デ
.：ィ
.の
；
根

本

思

想

は

旣

に

當

初

>

ら

確

立

:5
れ
て
ゐ
た
。
.そ
し
て
彼
れ
は
偶
$
第
十
九
世
紀
初
頭
に
歐
洲
を
襲 

つ
た
恐
慌
に
面
し
て
、*
本
制
坐
靡
に
於
け
る
不
均
衡
の
理
論
を

r

經

漱

學

新

原

理

し

に

お

い

•
て

附
加
し
た

と
い
ふ
の
で
あ
る
。
こ

の

不 

均

衡
.の
.理

論

は

旣

に

，被

れ

の

.

「

社
會
經
濟」

の
理
念
を
前
提
と
し
て
鞲
成
さ
れ
て.ゐ
'
f 

iた
か
ら
彼
れ
は
屢
ミ
感
情
的
語
調
を
以
て
資
本 

制
坐
產
の
不
^'
を
說
く
の
で
.‘あ
る
。へ
尤
も
產
業
革
命
の
罾±'
に
あ
つ
で
坐
：起
1>
だ
恐
慌
は
彼
れ
：に
非
常
な
衝
擊
を
與た
た
？
ぞ
の
.た
め
. 

舭
れ
は
そ
の
^
策
と
し
て
の
社
會
經
濟
政
策
に
自
信
を
失
墜
し
た
ゃ
そ
こ
セ
.彼
れ
は「

經
濟
^ '
»
原
1|」

以
後
に
於
い
て
は
專
ら
不
均
衡 

o.
指
摘
に
摩
念
し
で
ゐ
る
？
.そ
れ
に
し
て
も
*；
彼

れ

の

：
由

要

な

關
心
事
ば
こ
の
事
象
に
：對
す
る
科
學
的
說明
I

與
へ
る
.こ
と
で
.は
な
く 

て
、「

§

經
濟
し
が
&
出
發
し
て
、
7£
統
學
^

0
樂
觀
論
を
打
破
す
る
こ
：
.と
セ
あ
つ
た
:°
さ
，̂
ず
る
と
>
彼
れ
0
根
本
思
想
は
遂
に
一
貫 

さ
れ
た
形
で
當
初
が
ら
流
れ
て
來
た
も
：
.の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ。
.
.

尙
ほ
シ

K

.

モ.

ン
：デ
ィ
：の
歷
史
的
方
法
も
夙
に
其

「

.

ト
ン
：力
ン
に
於
け
：る
農
業
略
圖
1 _

に
現
れ
：て
ゐ
；る0/:

彼
れ
は

Ji
t

書

の

開

卷

第

：一
：
頁

を

， 

次
0

や

ぅ

に

說

き

起

し

て

，
ゐ

.

る
0

..
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,-
|!自

然

科

學

の

與

味

と

：研

究

^
が
ョ； v

:
a
:

ッ
：パ
.
.に
#
興
し
は
じ
.办
：た
と
き
：

に
_

せ
ょ
ぅ
と
欲̂
:

た
0;;

彼
等
は
：經
驗« >

代
り
に
想
像.

を
誇
0;

た
0

^

し
1 :
.

彼
等
は
學
ば
ね
ば
な̂

な
か
0 .
た
と
ぎ
に
敎
へ
上
ゲ
と
努
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カ
じ
..た
。，..乃
ち
彼
等
英
才
の
た
め
に
と
つ
た
こ
の
進
路
を
放
棄
し
'、
そ
し
て
傾
聽
し
、
，_
察
し
、
經
驗
し
待
望
す
る
に
至
る
ま
で
は
幾 

分
の
時
間
が
必
要
で
あ
つ
た
。
け
れ
ど
も
經
驗
0
時
代
は
遂
疫
來
た0
.晋

.^
を
啓
蒙
ず
-<
|

10
.は
經
驗
の
み
で
あ
を
と
い4
こ
と
が
.

v

ス
モ
匕KT

の
.思
想
■過
程
に
：
つ</
'
て
：
.
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般
.に
認
め
ら
れ
る
や
ぅ
に
な
つ
た0
而
し
て
他
|

..
彼
れ
は
又「
商
業
的
富
に
づ
い
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れ
た
隱
な
公
理
か
ら
演
繹
さ
れ
た
定
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系
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音

々

芡

間

の
'本
性
、
種
々
な
る
時
及
雪
所
に
於
け
：る
社
會
0
狀
態 

者
&

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
o.
ま
た
吾
I

身
を
省
み
な
け
れ
ば
な
含o
た
ぐ
に
諸
法
律
を
研
究
ず
るだ
け
で
な
く
、尙
ほ
こ
れ
等 

如

何

に

行

は

れ

て

ゐ

る

か

を

知

ら

ね

ば

：
な

ら

：
ぬ

？

た

：

I

輕
出
入
の
表
を
調
べ
る
だ
け
で
な
く
、
國
の
狀
態
を
知
り
^̂

這
り
込
み
、
：民
衆
の
苦
樂
を
判
斷
し
、細
目Q
觀
察
S

つ
て
大
な
る
證
を
確
か
め
、
：そ
し
て
絕
ぇ
ず
杯
學
を
日
常
の
實
踐
に
近
づ

か
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ」

ベ
註1.1)

と
0

'
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シ
ス
モ
ン
テ
ィ
の
理
歐
の
偉
大
な.る
功
續
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?
:さ
れ
る
歷
史
的
-|
|
察
的
方
法
も
亦「

ト
；ス
ヵ
ン
の
農
業
略
圖
し
及
び

「

商
業
的
嘗
に
つ
い 

て」

に
お
い
て
旣
に
現
れ
て
ゐ
る。
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稿
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す
る
に
當
つ
て
•
高

橋

誠

|
郞
，先

生

ょ

り

貴

重

な

文

献

を

拜

賭

し

た

0
厚

-<
御
禮
申
上
デ
る
0

ぐ

.
前
述
办
諸
事
例
に
於
文
旣
に
明
ら
か
な
如
ぐ
、
名
子
制
度
に
は
名
承
に
對
す
る
貸
歡
件
の
中
に
.は
牛
馬
の
含
ま
れ
て
ゐ
各
場
合
が

•
.
.
.

 

•
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.

お
り
.、
：X
名
子
關
係
の
附
帶
條
件
と
し'て
冬
期
間
牛
馬
の.舍
飼
を
抒
は
し
む
る'各
立
；牛
馬
、ィ
或
ひ
は
利
分
け
、
ぃ
仔
分
け
0
形
鶴
に
ょ
る 

立
平
、'.
立
馬
の
制
度
が
結
び#

い
，て
な
る
.場
合
が
ぁ
る
。
、
：名
乎
制
度
等0
如
き
_

屬
小
作
慣
行
の
ニ
附»
耍
属
と
し
^̂

れ
て
.ゐ
る
場
合
は
、.求
北
地
: ^
に
於
け
を
低
位
.な
4
 
土
地
坐
產
カ
と
相
悔
づ
て
、
蒙

家f

並
が
■に
重
要
な
.る
自
給
肥
料
で
ぁ
る
廐
肥 

.の

.供
給
源
^;
し
飞
必
然
的
ぬ
綠
合
し
て̂

た
0'
.
で
：ぁ
つ
て
"
：.特
.に
谣
は
弟
子
制
嚴
の
成
立.風
報
が
狀
園
成
忠
、
支
配0
嗥 

の
ど
照
應
七
て
、
雜
方
豪
族
間
の
軍
裝
上.の
必
耍
か
ち
地
緣
的
增
殖
、
：
保
護
亦
講
ぜ
ら
れ
；

^

の
と
考
へ
ら
れ
ゼ
ぅ(

1〕

。
：
何

れ

に

し
 

て
も
.：こ

れ#

の
：場
合
は
勞
働
家
畜
叉
は
種
畜
と
し
弋
農
地
^

附

屬

し

た

の

セ

^

土

地

所

有

關

係
 

質
を
規
觉
ず
ふ
。
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'
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'
'
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度
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